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Characters 


u 


たか むらは る 

鷹 村 八 ル 

6 黌 離4»_4 睾 e^#«9 嚎 ■•春 •鬃嚤 搴 蜜 

二 年 時に 山 根と 同じ クラスに なった 
女の子。 陸上 部の エースで 人気者。 
スタイル 良し。 わりと ズ ケズケ モノ 

を 言う タイプ。 


1  ^ 


Takamichi 


やまね みぎ 

山 根美紀 

•争 •争## •參 畢# 参镛邏 


茜 市立 第一 中学 二年生。 ごく 普通の 
女の子 だが ちよ つと 内向的で 物事を 
溜め込む タイプ。 ナイ 乳が けつこう 

コンプレックス。 


それは 入学式の 日の ことだった の 


あたしは 新入生で クラスの みんなと 体育館の 外 
の 渡りろう かに 並んで た。 

クラスの 人は 中には 同じ 小学校から 来た 人 もい 
たけ ど、 大部分が 知らない 人。 

(なんか 緊張す る〜) 

あたしこう いうの 苦手なん だよ〜。 
落ち着かない 気持ちで 待っ ていたら ようやく 列 
が 動いた。 

新入生の 入場が 始まる らしい。 

一歩 踏み出した その 時 突然 強い 風が 吹いた。 

舂 風が 砂 ぼ こりを 舞い 上げる。 ほとんど 散って 
しまった 桜の 花びらを 飛ばして いく。 

ついでに あたしの 新しい 制服の ス カ— 卜 も。 
「えっ？  や だ。 うそ . . 

あたしは あわてて 両手で 真新しい 制服の スカ ー 
卜を 押さえた。 

(見られた？) 

もしかして 見られち やった？ 

おそるおそる 周囲を 見回した けど、 みんな 知ら 
ん ふりして る。 

てことは 見られて… ない？ 

(一瞬だった もんね) 

急いで ス カー トを 押さえつ けたから 誰に も 見ら 
れ ずに 済んだ のか も。 

類 (よか 象た . ) 

ほつ として あたしは 両手を 胸に 当てた。 

その 時 - 〇 


うしろの ほうで 誰かが ぼ そっとつ ぶやくの が 聞 

こえて きて . 。 

. こ よこ . J 

(だ、 誰 …… ?) 

あたしは ばねじかけの おもち やみたい に 振り向 
いた。 

あたしの ほうを じっと 見て た 女の子と 目が 合う。 
短い 髪。 

ちょっ と 目尻の 吊り 上がっ た 瞳。 

短い スカ ー トの 下からの ぞく 足は すんなり とし 
なや かで ちょっ と ボ^ ^ イツ シユな 感じの 子。 
ついでにち ょっ とカワ イイ… かも — :〇 
(あれって 隣の クラスの 子… だよ ね) 

その子は 顔い っ ぱいに にっ こりと 笑みを 浮かべ 
あたしの ほうを 見て 言った。 

今度は さっきよ りはっき りした 声で。 

「ひよこ！」 

周囲で くす くす と 笑い声が 起きた。 

みんなが 笑っ てる。 

おかしくて おかしくて たまん ない ってい う 感じ 
にあた しのこと を こそこそ 見て る。 

「あ . 」 

やっぱり 見られて た？ 

そういえば 今日の あたしの パンツは …… 。 

ひよこ - 

「いや 一 っっっ」 

ほっぺたが カー ツと 熱くなる。 

恥ずかしくて 恥ずかしくて 頭の 中が ふっとうし 
そう。 

あたしは その 場から 逃げ出して 家に 帰っ た。 
入学式 も その あとの ホ ー ムル^ " ム ももち ろん サ 
ボ つた。 


だって あの まま 入学式に 出席して たら もっと 恥 
ず か F- い 思いを してた。 

みんなが あたしの ことを 指差して ひよこの パン 
ツの 女って 笑ぅ に 決まっ てる。 

(これって 絶対 あの 女の せいだよ) 

黙っ てれば いいのに わざわざ 『ひよこ』 なんて 
言つ て あたしを 笑い モノに した あの シヨー ト カツ 
卜の 女。 

それが ハル。 

11 松 ハル。 


に 家に 帰つ ち やつて 引きこもりに なつち やいたい 

よ I ) 

だけど 学校に 行かない なんて 言ったら お母さん 
に 家から たたき 出されち やぅに 決まつ てるし^ 。 

(入学式の 時 だつ て ものすご 一 く 叱られち やつた 
もんね) 

ち やん と 学校に 行かないなら おこづかい は 一円 
だつ てあげません、 なんて 言われち やつたん だか 


ら 


〇 


アレは いわゆる フ カコー リヨ クつ ていう ヤツ だ 


その 日から あたしは ハルの ことが 大大大 つ キラ  と 思 うんだ けどな 一。 


イに なつた 


あたしは 山 根 美紀。 

中学 二年生。 

今 あたしは 修学旅行で 京都に 来て いる。 

楽しい 楽しい 修学旅行 のはず だけど、 でも あた 


わかって くれない なんて。 

(お母さん ひどい) 

仕方ない から ハルの ことは なるべく 見ない よぅ 
にして、 あたしは 四月からの 数 か 月を 生きて きた。 
話しかけない。 

近寄らない。 

視界に 入る 前にと つと と 逃げる。 

ura  . — 0 こ 1 


しは か 一 な^ ~ り^ ~ ユウ ウツ 


〇 


なぜかって いぅと …… 。 

あたしは バスの 中 通路を はさんで 隣の 隣の 席を 
: ちらつと 見た。 

そこには 鷹 村 ハルが 座っ ている。 

(なんで こうなる かな あ . 


(修学旅行で 同じ 班に なつち やうなん て ありえな 
い。 信じられな いよ) 

修学旅行で 同じ 班つ ていう ことは 鷹 村 ハルと ず 
つと いつしよ にいな くち やい けない つて ことなん 


だよ 


0 


ごはん 食べる の も お風呂に入 るの もい つし よ 
あ— もう サイ テ . . 」 


〇 


ため息が 出る 


〇 


年に なつて 初めて 今の 教室に 入った 瞬間 そこ 
に 鷹 村 ハルの 顔を 見つけて しまつて、 あたしは め 
ち やくち や シヨ ツク だつ た。 

(うう つ。 このまま 一回れ 右して 入学式の 時みたい 


思わず つぶやいた 声が 大き かつた のか、 それと 
も あたしの 憎しみの 視線が あまりに も 激し かつた 
のか。 

突然 ハルが こつち を 向いた。 

視線が ぶつかる。 


次の 瞬間 ハルは なんだか ものすごく おかしい の 
をが まんして るみたい に 笑った。 

あたしは あわてて そっぽを 向く。 

びっ くりして 心臓が ヘンな 感じに ド キドキ して 
た。 

反則 だよ。 

(ハルが いきなり こっちを 見るな んて 思っ てな か 

ったよ〜) 

ぅっかり また 視線が 合っ たりしたら ィヤ だし、 
あたしは ずっと バスの 窓の 向こぅを 見て いる ふり 
をして いた 


〇 


くす つ 


0 


それから 五分く らいして バスが 停まっ た。 

清水の 駐車場に 着きました って バス ガイドさん 
が 言って る。 

ここで バスを 降りて 班 ごとに _ 由 行動す る こと 
になっ てるんだ よね。 

自由 行動っ ていっても、 前もって 先生が 決めた 
場所を 回って そこの レポー トを 作成して あとで 提 
出しな くち やい けない ことにな つてる から、 あん 
まり 『自由』 とは 言えない けど。 

バスを 降りる とすぐ に 同じ 班の 瀨川 さんが 声を 
かけて きた。 

「ね 一 ね 一。 ヤ マネ。 選んで」 

差し出され たのは メモ 用紙に 書かれた あみだく 
じ。 結果から 逆にた どれない よぅご 丁寧に 一番 下 
は 折りた たんで ある。 

(そっか。 バスの 中で なんか 書いて ると 思っ たら 
これ 作っ てた のか) 

でもなん でい きなり あみだくじ？？？ 

あたしは わけが わかんない まま 一番 右を 選んだ。 

次々 に みんな も 選んだ あと 最後に ハルが 選んで、 
それから 瀬 川さん が 折りた たんであった 下のと こ 


ろを 開いた。 

「結果 発表〜。 アタリは ヤ マネで〜 す」 

「えつ？  あたし？？？」 

(アタリつ て 何 かもら える の？) 

ちょつ と 期待した あたしの 手に 瀨川 さんが メモ 
を 取る ための バイン ダ ー と 筆記用具を 押し付けた。 
別の 子からは 記録 用の デジ カメを 渡される。 
「という わけで、 よろしく」 
r:...:  「 … …とういうこと 〇 .」 

「あたしたち これから ダッシュで 地主 神社に 行っ 
てく るから、 ヤ マネは レポ ー ト お願いね」 
「えぇぇぇつつつ 9 あたしひとりでぇ 9 」 
「だって みんなで 地主 神社に 行く わけには いかな 
いじ やん。 レポ— 卜 やん ない と あとで 大変な こと 
になつ ち やうし、 ここは 一つ 誰か ひとりに 犠牲に 
なつても らうし かないで しょ」 

なに？  それ じ や、 さつきの あみだくじ って そ 
れ 決める ための ものだった の？ 

うそ。 

(そんなの 聞いて ない よ。 相談 もな しに 勝手に 決 

める なんて ひどい よ 一 っつっ) 

あたしは 思いつきり 抗議して やろうと したけ ど、 
でも あたしが そうする より 先に みんなもう 走り出 
ft# ていた。 

"V バ ，一^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

いに 観光客で ごった返 している 清水 坂を かなりの 
f  勢いで 走って 上って いく。 

地主 神社は 縁結びで 有名な 神社 だ。 

みんなの お 目当ては きつと 恋愛 成就に ご 利益が 
あるって いう お守り だよ ね。 

それと 恋占いの 石。 


境内に ある 二つの 石の 間を 目をつぶ ってち やん 
と 歩けたら 恋が かな うんだ って。 

オトメ としては はずせない ポイント かも。 

だけど 予定では あたした ちの 班は 仁王門 からま 
っす ぐ 本堂を 自 指す という 通# 吊 ル^卜 じ やなくて 
右側の 小道から 音 羽の 滝を 経由して 本堂に 上がる 
コ ー スで 回る ことにな ってた。 

地主 神社は 本堂の 裏手に あるから それ だと 地主 
神社で ゆっくりで きないだろう し、 みんなが レポ 
1 卜さ ぼって ダッシュし たくなる 気持ち も わから 
ないで はないけ ど： •… 。 

でも …… 。 

(なんか ズルい ) 

そり や カ レシと ころ か 好きな 人 もい ない あたし 
には 地主 神 沈の お守りを 買う 必要 も 恋占いの 石で 
恋の 行方を 占う 意味 もない かもしれ ない けど さぁ。 

(みんなと 同じ イベントに 参加で きないの はやっ 
ぱり 淋しい ってい うかなん ていう か …… ) 

あたしは 走っ ていく みんなの うしろ 姿を うらみ 
がまし く 見送っ てた。 

突然 ハルが 足を 止めて 振り向く。 

なんだか あたしの 表情を うかがう ような 目。 

あたしは 急いで そっぽを 向いた。 

(ハルに 気持ちを 見透かされる なんて 絶対に イヤ 
だよ) 

それに 一瞬 だって ハルの 顔を 見たくない もん。 

しばらくして 視線を もどした 時にはもう みんな 
のうしろ 姿は 見えな くな っていた。 

もちろん ハル も。 

ちよつ とだけ ほつ とした。 

まさかとは 思う けど ハルが ひとりで もどつ てき 
たら サイ アクだ もんね。 


置き去りに される のはイ ヤ。 

でも だからって ハルと ふたりき りになる のは も 

っと イヤ。 

(それぐ らい だっ たら ひとりの ほうがず〜 っと マ 
シ だよ) 

仕方なく あたしは 清水に 向かって 歩き 出す。 
しようがない。 

(そのうち 本堂の あたりで みんなと 合流で きる よ 
ね。 そしたら そこから 先は、 レポ^  — 卜は ほかの 子 
たちに 任せれば いいんだ し) 

それに ものは 考えよう かも。 

(大 っキ ライな ハルと しばらくの 間 離れ てられる 
なんて ラ ッキ ー じ やない) 

そんな ふうに 考えたら ちよっ とだけ 気が 楽に な 

った。 

足取り も 少〜し 軽くな ったみたい。 

仁王門 横を 右に 進んで 木立の 中を 歩いて いくと 
そのうち 左の 上の ほうに 清水の 本堂が 見えて くる 
よく 『清水の 舞台から 飛び降りる』 って 言， け 
ど、 ほんと だ。 下から 見る ともの すご一 く 高い。- 
(あんなと ころから 飛び降りたり できない よ。 ム 
リ 。絶対 ムリ) 

圧倒され て 清水の 舞台裏を 見上げて いた あたし 
は その 時 背後から なんだか ヘンな 音が 近づいて く 
るのに 気づいた。 

ザ ッザッ ザッ。 

なんだろう？ 

(もしかして 誰かの 足音 . ？) 

振り向いた あたしの 目に 映っ たのは …： .〇 

r げっ …… 〇 :」 

ハル だよ。 

鷹 村 ハルが 全速力で あたしに 向かって 走って く 
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や r  ^  公一  〇 

OJ  OJ  OJ  tly  ly 

>JV  vfv  >JV  VLV  vrLV 

(なんで この 女が ここにい るの？？？ 

ボー ゼンと している あたしの 目の前で ハルが 急 

停止す る。 


「探した よ お。 ヤ マネ。 ここにい たんだ あ」 


ぅわつ。 

ナニ 話しかけ てんの よ？ 

この 女つ。 

「あれえ？  どぅしたの 一 ?  ヤ マネ もしかして 

AL  f —  of 


ルの 手が あたしに 近づいて くる 


0 


あたしの 肩を つかんで ゆさぶろぅ とする。 
あたしは あわてて あとず さつた。 

「ぅわつつつ。 な、 な、 な、 なにつつ つ？」 

「なにつ てヤ マネが 返事し ないから . . 


「だ 


だ、 だって 突然 出現す るから 


*-  0 


な 


な、 な、 なんでつ？ 地主 神社に 行つ たんじ やな 
かった の？」 


「行っ たよ ぉ。 地主 神 
ハルは そぅ 言つ てに へらつ と 笑つ た。 

あたしの きらいな ハルの 笑い顔。 

この 笑顔を 見て いると なんだか バカに されて る 
気分になる。 

めち やくち や ム カつ くつつつ。 

「ほ、 ほかの 子たち… は . ？ 


つし よじ やな 


いの 


〇 


« 


(お願い だから ほかの みんな もす ぐ 追いつい てく 
るよ つて 言って〜) 

せめて ふたり きりだけ は 避けたい よ 一。 

淡い 期待は ハルの 言葉に よって あっさり 打ち砕 
かれち やつた。 


「みんなで 恋占いし てるよ」 

「あ、 あんた もして くれば よかった のに。 その、 
恋占い . 


なんだ つたら 今からで も……。 

一ー ロい かけた あたしの 言葉を ハルの 能 天気な 声が 
さえぎる。 

「だつ てえ、 ヤ マネ ひとりに しといたら かわい そ 
うじ やない」 


「ま 

>f^v 


?」 


「だから あたしは 縁結びの お守り だけ 買つ てす ぐ 
にも どつ てきたん だよ」 


につ こり 


〇 


その 笑顔を 見て あたしは 思いつきり ほっぺたを 


0 


弓き つらせる 

(かわい そぅじ やない よ。 ひとりで もちつ とも か 
わい そうじ やない) 

あんた といつ しよ にいる ほうが よっぽど かわい 
そうだよ〜。 

はっきり 言って やりたくて、 でも 言えなくて、 


あたしは ふいと 横を 向く。 

あたしは 全身で 叫んで たと 思う。 

ハルの ことが 大っキ ライ だって。 

フツ ー こういう 態度 取られたら ドン 引き だよ ね。 
だけど ハルは そんな ことち っと も 気にして いな 
いみたい。 

感 なのか、 それとも あつかましい のか。 

にこに この 笑顔で あたしに 小さな 包みを 差し出 


^9 


「はい。 これ。 ヤ マネに あげる I 


な、 ナ 


? . 


「縁結びの お守り。 さっき 地主 神社で 買って きた 
の。 あたしと おそろい だよ。 すん ごい ご 利益 ある 


ん だって」 

ハルが 自分の カバンを 指差して 見せた。 
カバンの 横には 矢が 刺さった 金色の ハ ー トが 中 

いお 守りが ぶら下が 


繍 して ある 赤 


心に でっかく 

つてる。 

「そんな ものいらない よ」 
あたしは ハルの 手を 振り払つ た 
だけど ハルは 強引で。 

「いい じ やん 


逯慮 する ことない つ 

てば」 

「遠慮なん かしてな いつて。 ほんと にいらない も 
ん J 

r ええつ？  もしかして ヤ マネもう カ レシい ると 
か？  ちょ ー ラブ ラブ だから こんな お守り いらな 

いつて？」 

そ、 そういう わけ じ や……」 

ない けど さ。 

だつ たらい 一 じ やん。 はい。 


プレゼント 


そう 言って ハルは あたしの 制服の ポケットの 中 


に 勝手に 包みを 入れて しまつた 
「ちよ、 ちよつ と！ 鷹 村さん 
うなん て 言った 覚えは . •」 


あたしは もら 


「ハルで いいよ 
「え . . 


ル」 


「鷹 村さん、 なんて 呼ばれる となん か 背中が かゆ 
くな つち やうんだ よね。 だから これからは ヤ マネ 
も あたしの こと ハルつ て 呼ん で¬ 


あ  たしは  何も  言えな  くな  つて  黙り込む。 
こういうのを 肩透かしつ ていう のかな。 

なんかう まくは ぐら かされた 感じ。 

ポケットの 中の 包みを 返す タイミングまで 失つ 
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ち やった よ。 

(こんな もの もらつ ち やつて どうしよう . ？) 

困る よ。 うれしくな いよ。 

かとい って、 うっかり 捨てて タタら れち やって 
そのせ いで 一生 カ レシが できな かったり したら ィ 
ヤ だしい。 

どうしてい いのかわ からない ままた だつっ 立っ 
ている と、 突然 ハルの 手が 伸びて きて あたしの 腕 
をつ かもうと した。 

「行 こ。 ヤ マネ」 

あたしは 急いで あとず さって それを よける。 

「な、 な、 な、 なに、 すん の …… O :」 

「だっ て レポ^ 卜 やん ない と」 

「だから そうじ やなくて え」 

あたしが 言いたい のは あたしに さわらない でよ 
つて、 つまり そういう ことなん だけど …… 。 

でも あたしの 気持ちは ハルには 伝わらな かった 
みたい。 

ハルは なんにもな かつた みたい にあっ さりと あ 
たしに 背中を 向け ひとりで 先に 進んで いく。 

あたしは 少しの 間 そのうし ろ 姿を にらみつけて 
いた。 

「いったい ナニ 考え てんの よ . ？  J 

ハル だって あたしが ハルの こと 苦手に 思っ てる 
って 気づいて るは ず。 

フツー 自分の こと きらつ てるつ て わかつ てる 相 

手に こんな ふうに 話しかけたり はで きないよ？ 
(なのに なんで 恋愛 成就の お守り なんか プレ ゼン 
卜す るかな ぁ？) 

何 かたくらん でる としか 思えない よ。 

絶対に。 

(もしかして、 アレ かな？) 


入学式の 日に あたしに 恥を かかせた こと 少しは 
悪い と 思っ てるから こんな ことす るの かな？ 

この お守りっ てい わ ゆる 謝罪の シルシって ヤツ 
なのかな？ 

(だとしても あたしは 許す 気ない から) 

だって あの 日は 入学式 だっ たんだよ？  中学生 
になって 最初の 一歩だった ん だよ？ 

それが あんな 苦い 思い出になる なんて サイ アク。 
そり ゃい きなり 強い 風が 吹いた のもス カー トが 
ふわっっ てな ったの も ハルの せいじゃな いけど さ。 

そ 約は わかって るけ ど さ。 

わざわざ 「ひよこ！」 なんて 言って あたしに 恥 
を かかせた のは ハルなん だ もん。 

(こんな チ ー プな お守り 一個で ごまかされ たりし 
な いんだ からね) 

たとえば 土下座して 「私が 悪う ございました」 
とかなん とか 心から 謝って くれたら 考えて あげて 
もい いけど。 

(ほんと に ハルに 土下座 させられたら 気分い いか 
な あ。 でも そんな ことた ぶん ムリ だよ な あ) 

な〜 んて 考えながら、 あたしは 仕方なく 絶対に 

ハルには 追いついたり しないよう - だって 並 

んで 歩く なんて ありえな いもん - 少し 距離を 

取りつつ ハルの あとを ついていく。 

ハルと あたしの 間は 約 十五 メート ル。 

こうやつ てうし ろから 見て ると よく わかる。 
きらいな 相手の ことを ほめる のは かなりく やし 
いけど、 でも ハルって 足が きれいなん だよ ね。 
(やっぱり 陸上 やつて るから かな) 

足首が きゅっと 細くて 膝のと こが 曲がつ てない 
のが カツコい い。 

顔 だつ てち よつ とカワ イイし。 


ついでに …… 。 

(あたしより 胸が あるんだ よね …… ) 

だからな のか どうかは 知らない けど、 ハルは 先 
生に も 生徒に も 人気が ある。 

友 だち もい っ ぱいい るし 陸上 部の エー スで 校内 
ではち よつ とした 有名人。 

もしかして ハルの ことき らいな のつ て あたし だ 

け？ 

そう 思う と 胸が もやもやっ とする けど、 でもし 
ようがない よね。 

(あんな デ リカシ ー のない 人の ことなん か 好きに 
なれない よ) 

あの 日の ことを 思い出させる ひよこの パンツ も 
あれから 一度 もは いてない。 

引き出しの すみつ こに 封印した まま。 

「ほんとは お気に入り だっ たのに . 」 

あたしは ついう つかり 本音を 声に 出して いたみ 
たぃ。 

「え？  なんか 言った？」 

突然 声をかけられて ビクッ とした。 

気がつけば ハルが すぐ 目の前にいて あたしの ほ 
うを 見て る。 

(ヤバ っっっ) 

いろいろ 考えて たからつ いつい ハルとの 距離が 
短くな ってた のに 気づかな かったん だ。 

あたしは あわてて 首を 左右に ぶんぶん 振って 言 

った。 

「な、 な、 な、 なんにも！ なんにも 言っ てない 
ょ | :」 

うわ I。 我ながらへ 夕な 言い訳。 

だけど ハルは 特別 気には しなかった みたい。 
「ふうん」 


って ひとこと 言っ たきり また あたしに 背中を 向 
けて 歩き 出した。 

(ああ。 よかった。 追及され なくて) 

だっ て パンツの ことなん か 言い訳したくない よ。 

あたしは ほっ として 少し 距離が できた のを 確認 
してから 足を 踏み出す。 

あたしが なかなか 追いついて こない から ハルが 
立ち止まる。 

そうすると あたし も 立ち止まる。 

ハルが 歩き 出せば あたし も 歩き 出す。 

少しも あたした ちの 距離は 縮まらない。 

そういう 状況が 面倒く さくな ったの か 突然 ハル 
が 両手を 腰に 当てて 振り pj いた。 

「ねぇ。 ヤ マネ。 どうして そんなに 離れて 歩いて 
る わけ？」 

「 - え？」 

「これ じ や 話 もで きない じ やない」 

そう 言われても . 。 

(あたしは あんた と 話す ことなん かなんに もない 
ってい うか、 話した くないから わざと 離れて 歩い 
てるって いうか . ) 

だけどい くら ほんと にきら いな 相手に でも そん 
な ことは っきり 言えない よね。 

だっ てほんとの 気持ちを 口にする のって けっ こ 
う エネ ル ギーが いるんだ よ。 

たとえば それが 「スキ」 でも 「キ ライ」 でも。 

あたしは なんにも 答えない まま そっぽを 向いて 
た。 

(うう う。 や だな ぁ。 こういう 雰囲気) 

こういうの がいや だからず っと ずっと ハルの こ 
と 避けて きたっ ていう のに、 なんで こんな ことに 
なっち やう わけ？ 
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afe I  もう バっィテ - — 


「まあ 


# 


おおげさな くらいで つかい ハルの ため息が 聞 こ 


える 


次の 瞬間 - 。 

いきなり ガバッ と 右腕を つかまれて あたしは ビ 
ビつ た。 

えぇつ 9 な、 な、 な、 なにつつ つ 0 :」 

「いい じ やない。 今は あたしら ふたりし かいない 
んだ もん。 せつ かく だから 仲よ くしよぅ よ」 

「はぁ 0 :」 

「それに あんまり ゆつ くりして ると 時間 なくなつ 

ちやろ - 」 

な 1 1 な、 な、 なんで 
(なんでそう なる の？？？) 

つくりして 固まつ ている あたしの 腕を つかん 
だま ま ハ 
ひどい 


が あたしを 引きずつ て 歩き 出す。 


(こんなの 強引 過ぎる よ) 

あたしは 抵抗し ようと 思つ た。 

だけど なぜか それ もで きなくて ムリ やり ハル 1 
I つ 張られて いく。 


ヤ 


上。 


これって 完全に ハルの ぺ ー ス だよ。 

(あたし なんか 流されて る 気がする - 

: たぶん ハルから 恋愛 成就の お守りを ついぅ っか 
り もらぅ ことにな つち やつた のが マズ かつたん じ 
やない かな。 

あれを 突つ 返せなかった のが 痛かった。 
あれから なんか ハルに 対する 気持ちが 弱くな つ 
ち やつた みたい。 

(ハルの こと 大つキ ライつ ていう 気持ちは ちつと 


も 変わって いないは ずな のに 


0 4 * * 


) 


やし いんだ か 悲し いんだ かう じう じして る あ 
たしが 腹立たし いんだ か。 

あたしの 胸の 中には 自分で もよ くわかん ない 気 
持ちが 渦巻いて た。 

でも どうしてい いのかわかん ない。 

とうに もなん ない ままく ち ひるを き ゆつ と嗤み 
締めて ハルに 引きずられ ていく だけ。 


そのうちに 人が いつ 


まつて いるの が 見え 


てきた 


そっちの ほうを 指差して ハルが はし やいだ 声を 


h ける 


あつ。 水 ！ 水が 流れて る 


1—r  4 


ねえね え、 ヤマ 


ネ 。もしかして あれが 音 羽の 滝 9 」 

ハルが 指差した ほぅには 小さな 屋根が 見えた。 
屋根の 下からは 雨 どい みたい なのが 三本 伸びて 
て、 そこから きれいな 水が ちょろ ちょろ って 感じ 
2 流れて 落ちて る。 

「滝って 言ぅ から もっと 水が いっぱい 流れて るの 
かと 思つ てた のに、 なんか シヨ ボ〜い 
やっと ハルの 手が 離れた。 

あたしは さつと 腕を 引つ 込めて ハルに 背中を 向 
ハルが つかんで いたと ころを 反対の 手で こす 


ナ、 


りながら 言つ て やる。 

「そんな こと 言つ たら バ チが 当たる よ」 


え 


■ * - 


そぅかな？ 


「そぅだよ。 昔っ から ご 利益が あるって 言われて 
る ありがたい 滝な のに」 

実は あたし も ハルと 同じ ことを 思つ てた。 
意外と シヨ ボ いんだな 一 って。 

(だけど ハルに 同意す るなん て シャク だ もん) 
だから わざと 逆らつ て やつたん だけど …… 。 


そ— なんだ 


タカつ て ヤツ？ 


もしかして レイ ケン アラ 


途端に ハルの 目が 真剣になる。 

「じ や 何？  何に 効く の 
「 J r I o . 」 

「ご 利益 だよ。 ご 利益。 ヤ マネ、 知つ てんでし よ。 
ねえ 教えて よ」 


ショ ボ いって 言って たくせに。 

(ほんと ゲン キンな ヤツ) 

無視して やっても よかった けど 無視して 逆にし 
つ こくされ るの もい や だし、 あたしは しぶしぶ 口 


0 


を 開いた 

「 …… 向かって 右が 長寿、 真ん中が 恋愛、 左が 学 
問 成就に ご 利益が あるって 言われて るよ …… 」 
「おおつ。 長寿に 恋愛に 学問 成就 
つも かなえて くれ るんだ 
「だけど」 

と あたし 


太っ腹 だね 


〇 


「その 中から 一つ だけ 選ばない といけ な いんだよ。 
でない と ご 利益な いんだから」 


71 又 — つつつ 


そぅな の  cioi  C! 


「うん。 それに 飲む の も  一口 だけ。 それ 以上 飲む 
と ご 利益 半減 しちや うんだ から t 
「うそ 一 つ。 そんなの アリ？？？」 

がつ くりと ハルが 下を 向く。 

「神 さまつて ケチ だね。 わざわざ 三つの お願いを 
用意して おいて その 中の 一つ だけし かかな えてく 
れない なんて、 そんなの 残酷 だよ。 迷う 人たち を 
見て 面白がつ てると しか 思えない な」 

「ここは お 寺 だから 『神 さま』 じ やなくて 『仏 さ 
ま』 だよ」 


I え？」 

ハルの 目が 丸くな った。 

「ああ。 そっか I 。そうだよ ね」 

き やは はっと 声を立てて 笑った あとで ハルが 滝 
の ほうを 見て 言う。 

「でも . よ 一 V 考えたら そっちが 正解 かもね」 

「え. . .  01  とういう こと . ？ 」 

「だ^ ™ か^ "" ら^ ご 利益の こと。 仏 さまが i つし か 
願いを かなえて くれないっ ていう 話」 

それが？ 何？ 

(正解って？？？) 

やっぱり ハルの 言いたい ことが わからなくて あ 
たしは ハルの ほうを 見た。 

それに 気づいた みたい に ハルが 振り向いて あた 
しの 顔を 見る。 

「あだし 思っ たんだけ ど ぉ、 わざわざ 三つの お 願 
いを 用意して おいて その 中の 一つ だけし かお 願い 
を 聞いて くれないっ てことは さあ、 要するに一、 
ほかの 二つは かなわなくても いいから とにかく こ 
れ だけは 絶対に かなえて ほしいって いう 強い 願い 
だけ 聞いて あげ ましよう って ことなん じ やない の 
かな あ」 

「強い… 願い …… JU 

「そのく らい 真剣に お願いす る 人 だけに ご 利益を 
与えて あげ ましよう って ことなん だよ。 たぶん」 
あたしは ハルを 見て た。 

ハル も あたしを 見て る。 

(あ- …： ) 

ハルって 意外と キ レイな 目して るんだ。 

キラ キラして て 見て ると ちよっ とまぶ しい。 
なんだか 胸が ド キドキ しちやうよ。 

J つて - 0 


まつ。 

(あたしって ば 何 やっ てんの よ？) 

ハルと 見つめ あって たって 事実 だけで もうえ〜 
って ヵンジな のに、 ハルの 目が キ レイ だなん て 思 
ってつ いでに ド キドキ しちやっ たりなん かして。 

(うわ〜 っっっ) 

我ながら 頭 おかし いんじ やない の？？？ 

あたしは あわてて 目を そらす。 

(う 一。 ャバい ャバい ) 

ハルが 珍しく まともな こ と言うから ついつ いつ 
られ てこっ ちまで 調 T 狂っ ち やった。 

ダメ だよ。 マズ いよ。 

これ 以上 ハルに 巻き込まれち やい けない よ。 

(あたしは あたしの ぺ ー スを 守らな き や) 

あたしの 態度は 思いっきり 不自然だった けど、 
ハルは そんな こと 気に もして いないみたい にあっ 
さりと 言っ た。 

「ま、 い I や。 そういう ことなら 真剣に 考えない 
とね。 ヤ マネは どれに する？  何を 願う？  I 


「中学生と しては 学問 成就を 選ぶべき だよ ね。 で 
もオ トメと しては やつ ぱ 恋愛 成就は はずせな いし 
な—」 


あたしは なんにも 答えない。 

(だって ウ カツに 答える となん か ハルの ぺース に 
持って かれち やうんだ もん) 

こういう 時は 黙っ てる ほうがいい ん だよ。 

でも ハルは しつこくて。 

「ねぇね ぇ、 ヤ マネ。 ヤ マネは 誰か 好きな 人と か 
いないの？」 

r え . . ?  あた しは . 」 


「いい じ やん いい じ やん。 教えて よ。 誰に も ナイ 
シヨに しとく からさ あ」 


興味 津 々の 目です り 寄って こられて あたしは 急 
いで あとず さる。 

そり や あたしに だっ てち よっ といい かもと 思っ 

た 男の子は いるよ。 

カッコい い 子と か 親切に して くれた 子と かに 少 
しくら いは ド キドキ した ことがあ るし、 それなり 
に 仲の いい 子と かもいたり したんだ から。 

だけど あの 滝の 水に 真剣に お願いしたい ほど 誰 
かを 好きに なった ことは まだ 一度 もない。 

好きな 人なん て 今は いない。 

でも だからって どうして それを ハルなん かに 教 
えなき やい けない わけ？ 

「や だ。 教えない」 

あたしは きっぱり 宣言した。 

「なんで？」 

「なんでっ てフツ ー こういう こと 教えない し 第一 
聞いたり しないよ」 

そうだよ。 

(そういうの デ リカシー がない って 世間では 言う 
ん だから) 

もっとも ハルに デ リカシー なんても のが あった 
ら 入学式の 時 あんな 行動は 取らない と 思う けど。 
「廳村 さんだって 言えない でしよ」 

「あたしい？」 

「あたしに 好きな 人の ことなん か 教えられないで 
しよ？」 

別に ハルの 好きな 人の ことなん か 聞きたい わけ 
じ やなかった。 

そんな ふうに 言えば きっと ここで この お 話は 才 
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ワリ になる つて 思つ たから 言つ てみ ただけ。 


〇 


ほんとうは… 


(あたし 知つ てるよ) 


ルが サツ カー 部の キャプテンと ぅわさに なつ 


てること 


〇 


ふたりで 


j 仲よ さそう に 歩いて ると ころを 


目撃した こと だつ て あるんだ から。 

だから 縁結びの お守り だって 買つ たんで しよ？ 
でも そんな こと 絶対に 認めないだろう な。 
(とぼける に 決まつ てるよ) 


そぅ 思って いたのに 
「いるよ。 好きな 人」 

「え？」 

「その 人の こと 一年の 時から ずつ 

雜 。すごく 好き」 


つと 好きな 


そんな ふうに 言われて あたしの ほうがち よつ と 


ハルの 声は なんだか 歌う みた 


で。 


視線は うつと りと 遠くを 見て るみたい で。 
なんとなく 見て はいけ ない ものを 見て しまつた 


ような 気持ちに なつて あたしは 下を 向く 


〇 


ら なかつ た 


〇 


( 


レ 


つて こんな 顔 もす るんだ . ) 

つて ほんと に その 人の ことが 好きだから？ 


だから 地主 神社で お守りを 買つ てきた の？ 
滝を 見る目 も 真剣 だつ たの - 


頭の 中が カツと 熱くな つた 気がした。 

(もう や だ) 

これ 以上 ハルの そばに いたくな いよ。 


ハルの 顔を 見た くな 


〇 


ハルが あたしを 呼び止めよぅ とする けど、 でも 
そんなの 無視。 
r  マネって は f  * 


聞こえない ふりして あたしは ずんずん 歩いて 


< 


〇 


なんで かよく わからな いけど ィヤ って 思った 
真剣な 恋をして る、 レ。 


〇 


/  ]/ 


好きな 人 もい ない あたし。 

自分が ものすごく コドモ に 思える。 


ルの ほうが あたしより ずつ 


つと 才トナ な 


気がして — 
「ヤ マネ ！ 


〇 


つし ろから 追いつい てきた ハルが あたしの 肩を 


つかんだ。 

離して よ！」 

あたしは 乱暴に それを 振り払ぅ 

だけど ハ 


0 


， 1/ 
1/ 


は 今度は あたしの 惋を つかんで あた 


しを 強引に 引きと め 言つ た 
「なんで 逃げる の？」 


0 


「ひとりで 行つ ち やうなん てひどい よ」 

あたし だつ て ハル 以外の 人には こんな ことしな 
い 上。 

でも ハルと いると あたし フツ I じ や いられな く 


なる。 

イラ イラして もやもやして 頭が ぐち やぐち やに 
なつち やうんだ よ。 

あたしは なんにも 答えな かつた。 

ハルが そんな あたしを 見て ため息を つく。 

「あの さあ、 あたし 一度 ヤ マネに 言いたい ことが 


あたしは ハルの ことは ほつ ておいて 歩き 出した。 あるんだ けど さあ」 


「ちよつ と, つてよ。 ヤ マネ 


目いたい こと？ 


t. 
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「ナニ ？」 

「だから さあ、 ヤ マネつ て さあ、 あたしの ことな 
んか 避けて ない？」 

あたしは 正直に 答えた。 

「避けて るよ」 

「なんで？」 

「だっ て あんた のこと キ ライ だから」 

言って やった。 言って やった。 

今なら なんでも 言えそう な 気がする。 

今までず っと 心の中に ためて きた もの 全部 吐き 
出せそう だよ。 

「なんで？」 

ハルが 大きな ため息を つく。 

「なんで あたしの こと キ ライな わけ？」 

「光って」 

# とあたし。 

「だつ て あたしの こと 笑い モノに したじ やない」 
「笑い モノ？  あたしが？？？」 

あたしは こくんと うなずいた。 

だけど ハルは ちっと も わかっ てなくて。 

「え？  あたしなん かした っけ？」 

「は あ？」 

，「ヤ マネに キラ われる ような こと？  え一？  し 
たかな あ？？？」 

いかにも 身に おぼえが ありませ 一 ん ってい うそ 
の 顔を 見たら 余計に 頭に きた。 

信じられない？ 

自 覚ナ シ？？  ？ 

あたしを こんなに 傷つけて おいて その 態度って 
どうよ - 

「入学式の 時の ことお ぼえ てない の 0 :」 
「入学式？？？ 


「あんた 笑っ たじ やない。 だから… その …… 風が 

吹いて あたしの . あの. . スカ ー トが ふわつ て 

なって …… パ、 パンツが 見えて……」 

うわ 一 や だ や だ。 

(思. い 出した だけで 恥ずかしく なって きち やっ た 
よ 一 ) 

顔が 熱い。 

鏡なん か 見なくても 自分が 真っ赤に なって るっ 
て わかる よ I 。 

あたし 的には ほとんど 決死の 覚悟で 口にした 言 

葉だった。 

なのに ハルつ たら …… 。 

「ああ ！  ひよこの パンツ ！ 」 

「大きな 声で 言わない でよ っっっ」 

まわりには たくさん 人 もい るのに つつつ。 
あたしは あわてて ハルの 口を ふさごうと した。 
ハルは ひらつ と 身を かわして 笑つ てる。 

「なんだ。 あんな こと 気にして たの か」 
「あんなこと 0 :」 

え 1 つ？ 

みんなに パンツ 見られち やつて 笑われち やった 
のに、 それを 『あんな こと』 扱いす る わけ？ 
「あたしは あんなの 気にする ほどの ことで もない 
と 思う けどな一。 少なくとも あたしは 見られても 
平気 だよ I」 

そう 言う と ハルは 自分の ス カー トを 両手で つか 
ん だ。 

「ほら」 

ひらん。 

きや一 つ。 

スカ^ ~~ 卜が！ 

ハルの スカ ート が一 つつつ！ 


「バ 、バ 、バ 、バカっっ っ。 あんた ナニ 考え てん 

のよ っっっ」 

びつ くりして うろたえる あたし。 

だけどよ く 見たら ハルの ス カ— 卜の 下は スパッ 
ッ で。 

「なんちっ て」 

あはは と ハルが 笑っ た。 

あたしは 笑えない。 

逆に 頭に きたんだ から。 

ものすご^ くものすご^ ""  く！ 

「だ 一 か^ ら— あんた のそう いうと ころが キラ ィ 

だって 言っ てんの よっっっ」 

「ほえ？」 

「そう やつて あたしの こと 笑つ てるんで しよ？ 
バカに して るんで しよ 0 :」 

「あたしは . 」 

ハルが 何 か 言おうと してた けど あたしは 聞かな 
かった。 

「入学式の 時 だって 見て 見ぬ フリ して くれれば よ 
かった のに、 そしたら みんなに だっ て あんなに 笑 
われずに 済んだ のに、 それを わざわざ 『ひよこ』 
なんて 大きな 声で 言って 大笑いして」 

「 . ヤ マネ . 」 

「あたし 傷つい たんだから！ お母さん がもう 少 
しや さし かつたら 本気で 不 登校に なつち やう くら 
い 傷つい たんだから！」 


「全部 あんた のせいだ からね！ あんた が あたし 
のこと 傷つけたん だからね！  I 


「だから あたしは あんた のこと が 大大大 っ キラ ィ 

なの！ わかった 7 」 


ぜいぜ い。 

ィ ッキに 言ったら 息が 切れち やった よ。 

でも 言いたい こと 言つ てス カッと した。 

これで ハル だって あたしの 気持ちよ 一 くわ かっ 
たよね？ 

そう ffl ったのに . 。 


\ 


ルの 図々 しさは あたしの 想像 以上だった。 


「それでも あたしは ヤ マネの こと 好きだよ」 
「は あ 


〇 


「ヤ マネの お母さんが 厳しくて ほんっ とょ かった 
あ。 だって ヤ マネが マジで 不 登校に なっち ゃって 
たらさ あ、 こぅやつ ていつ しょ に 修学旅行に 来ら 
れな かった もんね」 

ついでに につ こりなん て 笑い かけられて あたし 


〇 


はボー ゼンと してた 


(ええ？  どういう こと？ 
ナニ言 つてん の？ 
わかんない。 


* 


ルつ てばい つた 


意味 わかんな いよ。 

あんなに キツ パリ ハツ キリ 「キ ライ」 って 言っ 
たのに。 

(どぅして そんなに ヘラへ ラし てられる わけ？ 
なんで あたしの 気持ち わかって くれないの？ 
「それに さあ、 言つ とくけ ど . 


ハルが あたしを じつと 見る。 
r あたし ヤ マネの こと バカに してなん かないよ。 
入学式の 時の こと だつ て 笑い モノに しよぅ なんて 
思って なかった もん j 
「だつ たら！」 

あたしは 大きな 声で 反論して た。 
「だったらなんであんなに笑ったのよつ 9 _ 
「だって …… 」 


「なによ つ」 

一ー ロいたい ことがあるなら 言いなさい よつ。 

だってぇ、 あの 時の ヤ マネ マジ かわい かっ 


#■ « * * * 


たんだ も 一 ん 


9 


* 


「は あ 
「かわ 


ない もん」 


から 笑つ たんだよ 


ぐ、 


力に なんかして 


o _ 


か、 かわいい …… ? 

「つて、 まさか ひよこの パンツが . 

「ひよこの パンツ も かわい かった けど—  '  『見ら 

れてな い？  見られて ない？』 つて カンジに まわ 

りを 見回し てるのが すん ごい かわいくて さ 一 」 

| ま . ？」 

「あんまり かわい かった からち ょっ とふり むいて 
ほしくて 『ひよこ』 って 言っ てみ たら、 今度は ヤ 
マネ 真っ赤に なっち やって それが また かわいくて 
かわいくて」 

あんた ア タマく さつ てんじ やない の 9 
つて あたしは 言おぅと した。 

でも 言えなかった。 

ハルの ほっぺたが ぼつと 赤くな つてる。 
恥ずかし そうって いうか 照れて るって いうか。 
そんな カンジに 横を 向いて る。 


「それって 


どういう 意味 . ？」 


おそるおそる あたしは 聞いた。 

「だ一 か I らぁ 『好き』 つて 言つ たじ やん」 

「え，：： ■  ? 」 

「あの 瞬間 あたし ヤ マネの ことが 好きで 好きで た 


まら なくなつ ち やつたん だ一」 

き やつ。 言つ ち やつた—。 

なんて ハルは はし やいで る。 
あたしの 頭は めまいで ぐるぐ る。 


(ナ ニ？  ナ ニ？  それつ て どぅいぅ こと？  現 
実に ア タマが ついてい かないよ一 つつつ 
これつ てなん かたちの 悪い 冗談 だよ ね。 
それとも 悪夢？ 

そうで あつて ほしいつ て 思いながら あたしは 聞 


いた 


〇 


す、 好きって… それ 『友情』 の 『好き』… だよ 
ね？」 

「チガ うよ 一。 『恋愛』 の 『好き』」 

ああつ。 そんなに あつさり。 

「あたし 女の子 だよ . ？ 」 

「そのく らい 知っ てるよ」 

「女の子 同士で そんな こと ありえる の . ？ 

「だっ てし ょうがな いじ やない。 好きに なっち や 
ったんだ もん」 

あたしは 凍りつ いたみた いに 動け なくなっ てた 
それじゃ 地主 i 社で おそろいの お守りを 買って 
きたのは そういう 意味？  ！ 
だから ハルは 『誰か 好きな 人と かいない の？』 


〇 


なんて 聞いた の？ 

そうだよ。  1 
ハルは 言つ たじ やない。 

『いるよ。 好きな 人』 

つて。 

『その 人の こと 一年の 時から ずつ とずつ と 好きな 
の。 すごく 好き』 


つて - 〇 

それつ てま さか . .0 

(あたし 9 ) 

うわさに なつて た サツ カ ー 部の キャプテン じ や 

2  V T ?  ?  ? 


1 


つそ^: 


そんな こと 信じられな いよ 


〇 


ル 


だつ て 絶対 あたしの こと きらつ てると 思つ 


てた のに 


〇 


どうしよう？ 

なんだか 胸が ド キドキ してきた。 

だって 誰かに 『好き』 なんて 言われた の 初めて 
なんだ もん。 

好き？ 


ル 


が あたしの こと 好き……？？？ 


r ええつ 


« * __ 


*  or* 


力^ — ツと 顔が 熱くなる 


〇 


「兔え えええ えつ !? 

首筋 も 耳 も ほっぺた もき っと 真っ赤 . 。 

そんな あたしを 見て ハルが V すくす つと 笑った。 
「ヤ マネつ てば 真っ赤に なつち やつて ほんと かわ 
いいつ」 

言い返す こと もで きないで いる あたしの 手を 突 


然 ハルの 手が ぎ ゆつ とに 
(ハルの 指 やわらかくて あつたかい 


さつきまで ハルに さわられるな んて 絶対に イヤ 


つて 思つ てた けど、 今は 
(なんか 気持ちいい かも 


# 


#«■  _ 


〇 


) 


もしかして あたし ほんとは ハルと 仲よ くしたい 
と 心の どっかで 思って たの かな？ 

だけど それを 認めた くなくて、 だから 余計に 
ルの ことなん か大キ ライ』 って 意地 張っ てた 


ノ 


のかな？ 

ハルの 顔が 近づいて くる。 
あたしの 耳元で ハルが ささやく。 
「あたし ヤ マネの こと 大好き だよ」 
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次の 瞬間 - 〇 

指よりも もっと あったかくて やわらかい ものが 


あたしの ほっぺたに ちゅっ と 押し付けられた。 

(これっ て キス …… ？) 

あ： だし ハルに キスされ ち やった . 。 

「な、 な、 な、 なに すん のよ っ！ だ、 だ、 だ、 
誰かに 見られたら …… ！」 

「大丈夫 だよ。 一瞬だった し 誰も 見て ない って」 
‘で 、で、 で、 でも …： .」 

「どうしたの？  何が 不満な わけ？  もしかして 
ほっぺたより くちびるの ほうがよ かった？」 

. l_j 

熱 かった 顔が もっとも っと 熱くな った。 

今の あたし 真っ赤を 通り越し てま っかっか だよ。 
ボー センと する あたし。 

くす っと 笑って ハルが 空を 指差す。 

「行く よ！」 

「えつ？  ど  どこに？？？  — 

答えはなかった。 

それよりも 先に ハルは もう 走り出し てる。 

走る。 

定 る。 

ハルが 走る。 

引っ 張られて あたし も 走る。 

つないだ 手から ハルの 心臓の 音が 伝わって くる。 
ハルっ ていう 名のつ むじ 風に さらわれて あたし 

まで 風に なった みたいだ よ - 。 

音 羽の 滝の 奥の 階段を 駆け上が って 奥の院から 
本堂に たどりついて。 

そこでよ うやく ハルが 手を 離して くれた。 
r は あっ . は ぁ . 」 

(うう っ。 息が 苦し いよお •  ••… ) 

いきなり ダッシュは、 やっぱり、 キツ いって。 
「いつたい …… なん… なのよ …… 」 


まともに しやべ るの も ムリ。 

なのに ハルは 息 一つ 乱れて ない なんて なんか ズ 
ルい よ 一。 

「あたしは …… ハル… みたい に… 運動神経 抜群 じ 
や… な いん… だから， . _ 

思いっきり 文句を 言った つもり だっ たのに ハル 
はくす っと 笑っ た。 

「やっと 『ハル』 って 呼んでくれ たね」 

「 •  • .  * :  I 

ド キツ。 

あたしの 胸で 心臓が 大きく はねる。 

どうしょう？ 

(あたし ものすごく ド キドキ してる …… ) 

相手は ハルな のに。 

こんなの おかしくない？ 

でも …. ：。 

止められな いよ。 

頭の 中が ハルで いっ ぱいに なっち やうのを 自分 
でも どうす る こと もで きないよ - 。 

あ、 あたし . あたし. . 」 

バカみたい に うろたえ てる あたしに もう 一回に 
こって 笑い かけて、 それから ハルは 清水の 舞台の 
ほうに 向かって 手を 振る。 

「あっ。 渋 谷さん がいる！ ねぇ。 写真と っても 
らおうよ」 

「えぇっ 9 」 

「渋ださ^ ~ ん！  とって とって^ - *t 

渋 谷さん は 写真 部の 部長さん。 

だから 特別に 修学旅行に も カメラを 持つ てきて 
る。 

ハルに 呼ばれて こつち に 向けた カメラ も 本格的 
なおつ きい カメラ だ。 


(困る よ . ) 

こんな 時に ハルと ツー ショット 写真 だなん て。 
(心の 準備が できて ない よ 一 っ) 

「ほら。 ヤ マネ。 笑って 笑って」 

ハルが うしろからぎ ゅ〜 つと 抱き締め るみたい 
にあた しの 肩に 手を 回した。 

「そ、 そんな こと 言っ たって . J 

「はい。 ち やん と カメラの ほう 見て。 チ ー ズ だよ。 
チー ズ」 

もう 何が なんだか わからな かった。 

頭の 中は ぐち やぐち や。 

逃げる こと も 抵抗す る こと もで きなくて。 
あたしは 引きつっ た 笑顔を カメラに 向けた。 
ハルは あたしの 肩に 回した 手に 少し だけ 力を 入 
れて 視線は 前に 向けた まま あたしの 耳元で そっと 
そつと ささやく。 

「やっと つかまえた . 」 

「へ  •  •  _  _  •  _  ? 」 

「美紀 とこうし てると すごく 気持ちい いよ …… 」 

美紀？ 

聞き まちがい じ やない よね？ 

(今 『美 紀』 って 呼ばれた ような . ？) 

それに 気持ちい いって …… ？？？ 

「えええ えええ つ !? 一 

「ねぇ、 美紀 。美紀 は 女の子が 女の子を 好きに な 
るっ て 変 だと 思う？」 

一 . あ あの…… その . .それは . 」 

「あたしは 美紀 のこと がほんと に 好き。 美 紀もあ 
たしの こと 好きに なつて」 

「だ、 だ、 だ、 だから . 、え、 え一 っと . 」 

その 瞬間、 遠くで シャッ タ— の 音が 鳴り響いて 
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二  « 


PF 1 ■ 簽 


ン少 


玄関 


鳴つ てた 


たしは ほつ と 息を つ 
を 机の 上に もどす。 


持つ ていた 写 直 


紀〜 っ。 お迎えよ〜。 用意で きて る〜？ 
下から お母さんの 声が 聞こえて きた。 

あたしは 自分の 部屋の ドアから 顔 だけ 出して お 
母さんの 声に 答える。 

「 ごめん。 お母さん。 上がつ て もらっ て」 

すぐに 勝手 知っ たるって カンジで 階段を 上がっ 


a 


てく る 足 咅が醫 いてきた。 

「おはよ。 美紀 。用意で きた 
顔を 出した のは ハル。 

「ごめん。 あとちよ つと」 

「急がない と 遅刻す るよ〜」 

そぅ 言いながら ハルが 部屋の 中に 入つ てきた。 
あたしと ハ 

今は 同 3 高校に 通っ ている。 

ハルの 家と あたしの 家は そんなに 近い わけ じ や 
ない けど、 ハルは 毎朝 少し だけ 遠回りして あたし 
0:: 家 まで 迎えに きて くれ るんだ。 

クラスは 別？ でも あたした ちはいつ も いつしよ 
(前は あんなに ハルの こと きらつ てた のに、 なん 

か 不思議 だよ ね) 

そんな ことを 考えながら あたしが 鏡を 見て 髪を 
とかして いると ハルが 急に 声を h げた。 

「ぅわ。 この 写真 修学旅行の 時の じ やない」 


〇 


さっき あたしが 机の 上に 置いて おいた 写真を 発 
見したら しい。 

ハルが 手に した 写真には 目 いっぱいの 笑顔の ハ 
とびっく りし 過ぎて ものすご一 く マ ヌケな 顔に 


レ 


なつち やつて る あたしが 映つ てる。 

そう。 それは 修学旅行の 時 清水の 舞台で とつて 


つた あの 写 


0 


どこが よかつた のか、 あの 写真は 修学旅行の あ 
と 全国 中学生 コンク ー ルと かいう もので 金 賞を 受 
賞し たんだ そうだ。 

写真 自体は ものすごく キ レイに とれて るけ ど、 


でも …… 0 

(もうち よつ とかわい く 写つ てるので 賞を 取つ て 
くれたら よかつた のにい 

被写体と しては 心からそう 思う けどね 


美紀 つたら こんなの 見て たの 


-* 


「ナニ 

ハルが ニヤ ニヤ 笑いながら あたしの 顔を 見る。 
「もしかして 思い出に ひたつ たりと かしてた 
「違うよ お。 写真の 整理して ただけ だって」 

「いい じ やん。 いい じ やん。 照れな くつても。 あ 
たしに とつても これっ て 思い出の 写真 だ もん。 な 
ん たって この 時 美紀に 告白し たんだ もんね。 記念 
写真 だよ」 

ハルは まぶしそう に 写真を 見つめて る。 

あたし も 横から のぞき 込む。 

「なつかし いね」 

と ハル。 こ 

「うん。 なつかしい」 

と あたし。 

たつた 二 年 前の ことなのに あの ころの ことが も 
のす ごく 遠く 感じる よ。 

ハルの ことが キ ライだった あたし。 


修学旅行で ハルと 同じ 班に なつて めち やくち や 
ショックを 受けて た あたし。 

それから 突然 ハルに 『好き』 と言われて バカみ 


たいに ぅろたえ てた あたし …… 。 

「ハル、 めち やくち や 強引 だっ たよね」 
思い出して あたしは 文句を 言ぅ。 

「突然 あんな こと 言われたら 誰 だって ビビる よ。 
ほんっ といきな りだった もん」 

肩をすくめ ハルが 反論した。 

「あたし だって 必死だった ん だよ。 なんた つて 美 
紀鈍感 なんだ もん。 あたしの 気持ち なんか 全然 気 
づ いて くれないし さあ I 


元 1 


あたしの せ 


違  > つ でしよ 


ルの 


愛情 表現って わかりにく 過ぎな の」 

「そぅかな ぁ」 

「そぅだよ」 

言い合っ て あたした ちは 顔を 見合わせ ふたり 同 
じ タイミングで 笑い出す。 

が 言った。 

「ほんとは さ、 あたし だって あの 時す ごく ドキド 
キ してたん だよ」 


「ほんと に 


-  4 


そんな ふうには 見えなかった な。 

ハルは 図々 しいくら い 堂々 としてた よ？ 

「ほんと だっ てば。 でも 修学旅行の 間に 絶対 告白 
しようっ て 決めて たんだ。 美紀と 同じ 班に なった 
って 知った 時は 神の お告げ だと 本気で 思っ たもん。 
これは 神 さまが あたしに 『告白し ろ』 つて 言っ て 
るんだ — 、つて さ」 

「それで 地主 神社に 行った ん だ」 

「そう。 あの お守りは 効果 あった よね。 片思いに 
きくお 守り。 何もかも 縁結びの 神 さまの お磬 だよ。 
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ありがとう ございます。 神 さま」 


な 一 んてさ 


0 


レ 

ty 


つてば あの 日 音 羽の 滝で けつこぅ 不信心な 


Q 


〇 


〇 


こと 言つ てた くせに 

あいかわらず ゲン キン だね 
でもそう いうと こも 好きだけ と 
「あの 時の お守り まだ 大事に 持つ てるよ」 

ハルは カバンの 中から 青い 水玉 もようの ハン カ 


チを 取り出す。 

ハンカチの 中にたい せつに くるまれて いたのは 
矢が 刺さった 金色の ハー トが 中心に でっかく 刺繍 
して ある 赤い お守り 
「あたし も」 


あたしは カバンの 中から 小さい ポ j チを 取り 山：：： 


0 


した 


〇 


ポ— チの 内 ポケッ トには ハルと おそろ いのお 守 
りが 入って る。 

「やっぱり ご 利益 あったね」 

「ぅん」 

「これから も美紀 とずつ といつ しよ に いられます 
> ろに」 


\ 

/ 


ルが 両卩を 合わせた。 


あたし も 同じように 神 さまに お祈りす る。 

(これから も ハルと ずつ とずつ といつ しよ にいら 

れ ますよう に 


神 さまに 届4 ように 強く 強く ^ . - 。 

4 § 祈りを 終わって ハルの 顔を 見る と ハル も あた 
しを 見て た。 

自分で も 無意識の うちにく すっと 笑いが こぼれ 


る 


〇 


ハル も 笑って た。 
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がぎ ゆうつ と 抱きついて きた。 


「美紀 。大好き！」 

あたし も ハルを 抱き締める 


〇 


「あたし も 


レ 

1/ 


のこと 大好き だよ」 


それから あたしと ハルは くすくす笑いながら キ 


ス をした 


0 


レ 

1/- 


の 唇は やわらかくて あつたか 


〇 


あの 日 清水で ほっぺたに もらった キスと 今 も 同 


〇 


「ああつ。 ヤ 


ノ 


0  0 


0 


もうこんな 時間！  _ 


時計を 見た ハルが あわてた 声を 上げた 


〇 


「美 


〇 


そろそろ 行かない と マジで 遅刻 だよ つ」 


あたしは うなずく。 


「うん。 


ごうか」 


「それじゃ、 

「バカ」 


「，つ I  7գ 


きは 帰つ てからと いう ことで」 


0 


いいつ 


〇 


美紀の 『バカ』 は やっぱり か 


,\4  \4 

Kv  fv 


なつつつ 


0 


「ハルって ば ふざけてば っかり。 怒る よっ 
「ふざけて ない よ—。 あたし 本気 だよ 丨 

i ない つて くらい、 ほ* ん •き」 

F もうつ」 

あたしたち はまた 顔を 見合わせて 笑って 


これ 以 


〇 


それから 手を つないで 階 段を 卜り る。 

あたした ちを 包む 朝の 陽射し は あたした ちを 祝 
福す るみたい にあつ たか かつた。 
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E 本の テー マを 汲みつつ 自分! 5 しさ も 失わない よう 試行 
錯誤で 出した 一枚。 ポーズ もとらせて いる 感が あった 
D して 表紙の 中で _番 異色です ね。 

m 構想 約 2 年で ようやく 出せた L0、 表紙の コンセプト や 
_ デザイン などは 漏 集の 想像 以上に 上手くいって しまっ 
た 奇跡的 完成 度 D すべては たかみち， 宮村和 生 両氏の 
凄 さ！ たかみち さんの イ ラス トに 「もう 少し だけで い 
いから パンチラく ださい！!」 と 土下座す る 勢いで お 願 
いしたの がいい 思い出。 
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m 〗 号 目と ■う 事で， 試行 錯 
63 誤しつつ も、 漫画雑誌では 
今までに 無かった… むしろ 
タブーと される ような デ ザ 
インを あえて 敢行。 執 筆陣 
の 名前を 小さく してし まっ 
て、 作家さん ご免なさい…。 
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少女が 表現され ていれば よいと いう 広い 自由度 
を 頂いて るんで、 のびのび とした 姿を 描き まし 
た。 子供ら しさへの 表現に 向かった ことで 「少 
女が 好きな 人が 描いた 絵」 ではなく 「少女が 好 
きな 人に 向けた 絵 j になつ たんじ やないで しよ 
うか。 


_ 最初の L0 から 半年、 当初は 「出し 逃げ」 覚悟の 
_  Vol,l が 思いの ほか 多くの 作家さん に 支持され た 
おかげで、 Vol.2 はかなり 豪華な 内容に なり まし 
た £5 チ ラシ や ポスタ ー （後半 ぺ ~ ^ジ に 掲載） な 
ど いろいろ 作りました。 特に ポスター は 出色の 
出 束 栄え。 ポスター デザインの 打ち合わせを CD 
シヨ ッ プで したのを 覚えて います。 


r  l 〇の 表紙 イラ ス ト には、 何 か テー マが？」 
r この 号から 「目然 体の 少女」 「子供ら しさ」 みたい な 
ことにな つてい きました ね。」 


m 今回 掲載を 控えさせて 頂いて いるので すが、 初 
» 期の LD は 表 3 や 表 4 に 変わった 広告み たいな 物 
も 作って いました。 変わって た… と言うよりは 
良い 意味で トン がって いたの かもしれ ません。 
編集 W 氏の アイ デア にも 毎度 驚かされっ ぱ なし 
です！！ 
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編 「少女の イラ スト 
た 「なだらかな ボデ 
L0 の 表紙では む 


描いて、 一番 楽しい ことは？ 
— ライン じ やなかろう か。 

ろ 描く 機会は 少ない かも J 


なにげない 景色は 人物の ありのままを 表現で きる ので 好き。 
生きて る 感じが する つし よ？ 

需 |  VoL2 が とんでもなく 好評だった ため、 急遽 作った 気合し、 の 
_ 号。 編集部に 一週間 寝汩 りし r このは これが 最初で 最後 & 人物 
の 陰影と 印象の 強さを きっちり 表現す る あたりに、 イラ スト 
レーターって 仕事の 凄 さを 思い知らされました。 この あたり 
から 「ェ □方向」 で 表紙を 作る ことを 編集 的に 放棄し だします。 


m この頃は 寝っ ころがりながら （苦笑） 落書き や 
USI  ノート パソコンで アイデア 出しを してました。 
背の 色の ノ （夕 ーンも 沢山 作って 検討 してた のを 
思し"! 出 します。 
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独立 創刊 を 目指し て 準備 してたら また 半年 以上 たって 
たという V0L4。 独立 創刊で きなかった 主な 原因は 
「世の中の 情勢」 つまり 「バカな 犯罪者の せい」。 世間 
と 雑誌は もちろん リンクし ている ことは 分かって いて 
も、 ど こぞの 麓 犯罪者の せいで 自分の 生活と か 漫画家 
さんの 生活が 脅かされる ことを はっきり 知りました。 
そ— ゆ— 状況の 中で も 表紙の キ ャッ チコ ピ—に 「子供」 
という 文字を 入れる ことを 止めなかった 茜 新 社は 偉い。 
(嫌がって たけ ど。） ちなみに、 この 号に PP 加工が 無 
かつた のは 「忘れて たから」 だとい うことは 秘密に し 
ておいて ください。 
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法定 文字、 月 号 表記、 成年 マーク 以外の 全ては 目 由に 
やつて しまえ！！ と言う デザイン コンセプトは 成功 だつ 
たと 思います。 特に ロゴの 大きさが 毎号 自由に 変えら 
れ るつ て 最高 だと 思いません か!？ 
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陰影に いろんな 色を 入れて ます。 リアルで はないけ ど 
こういうのは 深みが 出る ので、 塗って いて 気持ちいい 
です。 この 塗りは 主に ファンタジー 作品な どに 用いて 
るけ ど 今回に 限り 使って みた 様子。 
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わしは 寒い のが 苦手な ので 秋の 段階から 翌年の 春の 訪れを 心待ちに してます 冬 
は 冬眠で スキップ できる と 最高なん です が。 気分 だけで も！ と 机の 上には いつも 
桜の 芳香剤が 置いて あ ります、 時々 香らせて 仮想の 春に うっとり。 
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成年 肉け 


_ たかみち さんには ずっと 「桜の 絵」 を 描いても らおう と 思って いたので、 
^ その 夢が 実現して 大喜びの 号。 勢いで ポスター まで 作ったり、 頼まれ も 
しないのに 雑誌の 表紙に 蛍光 ピンクを 使ったり、 いろいろ やって ます。 
イラ スト レーター さんと 仕事を してす ごいな 一と 思う のは， 印刷で 出る 
色と 出ない 色を 使い分け ている こと。 たかみち さん も 4 色で キ レイに 
印刷で きる ように 每回 描いて くれてい ます。 ちなみに この 号から 2 年 
ほど 「熟 女 ものがたり 増刊」 という 素敵な 発行 形態になります。 
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m  L0 は その ほとんどが 4 色 印刷な のです が、 
63 この 号では 蛍光 ピンクを 使いました & 

□ ゴも 桜色で 華やかに なり ま した ネ。 


,.呼科 し‘ W 


: H ゴ 


-?  j  ぁ  •典 病 步 

m 


Design  Rough 


Bsssmm  老 翻 l 


r 


SJlif'ltF •: 


成年 向け 


「COMIC  LO  | 

I  Volume. 1 

m 


Finished  ivnacie 


. 


た かみ 右 


讎 c  ,h!9 


» 搴 ■ち ‘ i _ L a ん r  只^ LP 琛 基 mjtfi 

m  用 !  a  ろ ； tt<  a^GSpji 


TLW  I  156 


ぬり I 


成. ふ 


COMIC  LO 

Volume. 


ReferenceMaterials 


Design  Rough 


たかみ れ 


-y  巨;； オス： s し 

スフ'^  : te  が 9  L 

百  L—U7 め T；«  <T  >-1 . 


m この 号は 舌 労した 覚えが あ d ます。 20 案 位 
» ラフを 作ったり…。 きっと 今なら 違う デ ザ 
インに なると 思う けど、 この 時は この 時な 
ん です よね。 
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つり 橋で 風に 煽 られ ている 様子を 描いて み 
ました。 奥 多 摩 っぽい 場所です。 海が 好き 
だけど 渓流 も 好き D 


m めでたく  lo が 月刊 化して 2 号 目。 早く も 
^ いっぱい いっぱいな 編集部に 届く たかみち 
さんの イラ スト が、 どれ だけ 編集 員 達の 心 
を 癒して くれる ことか… ありがた や。 デ ザ 
インに 関しても まだ 編集が 未熟な ため、 い 
ろい ろ デサイ ナ ーさん が 四苦ノ  I 苦して いる 
様が よ一 くわ かります。 とにかく 宮 村さん 
に デザイン ラフを いっぱい 作って もらって、 
それに 編集が 文句 言う ことで L0 の 表紙が 
できて いるので す。 
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雨と アジ サイと カタ ツム u の 親和性は 尋常では ない 
あ、 カ タツ ムリは 描いて ないや 0 
この 号は 子供ら しく 描けた 気がします。 
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この 号の イラ ス ト、 1 枚 絵 だけなら 一番 気に入っ てま 
す。 という か、 愛して いる。 オ デコち ゃん が 上目使い 
で こんな 近くに 顔が あって… ものすごく 八 ア八ア しま 
す。 （思わず チューし r こくなる ほどに。） 傘の 色が 画面 
に 落ち ている 感じな どもす っ ごく 良いです よね。 なの 
で、 キャッチ コビー 「子供 日和」 はものす ごく 気合い 
入れて （息 止めたり して） 考え出しました D 息を 止め 
て アイディアを 出す やり方は "世界の ドクター •松” 
先生の 本で 学び ま した。 死なない 程度に する のがけ っ 
こう 難しい。 
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ra この 第 7 号は すんなりと イメージが 形に 出 
H 来た 号 だと 思います。 下 4 のは 襲の 広告 用 
の 素材で 作った イ ラス トです。 何 か 沢山 
色々 作って きたな あ〜 としみ じみと…。 画 
集に 直接関係 無くて スイ マ セン。 
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キャッチ コピー に 毎回 「子供」 
の 文字を 使い出して 8 号 目、 
早く も ネタが 枯渴。 悩んで 転げ 
まわって いる 時 見た 「池 •ウエ 
スト ゲート パーク」 の ドラマで 
「 ブク □さいこ一！」 って 叫ん 
でい るのから 素直に パク リ まし 
た。 でも、 あの エンデ ィングで 
叫んで る シーンの よ ラな 達成 感 
が L  0 を 作り 終わった 時には あ 
るんで すよ ^ 本当に。 
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> 辺で 遊ぶなら 磯です ぜ オイ。 

潮の 満ち 弓 I きで 景色が 変わり やす 
いし いろんな 生き物 も 観察で きる。 
時々 鮫の 稚魚 やら 犬の 死体 や ら怖 
いもんが 流れ着いて びびり ます。 


Finished  image 


この 号は バランス、 色 合、 デザイン 的に 上手く 行つ た 号 だと 思 
います D そう 言う 時は デザイン ラフ も 1 発 OK 丨 で 作業を してい 
る 僕 も 八イ テンション!！ キモチ イイ〜!！ 
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たかみち さんを 待ちに 待ち、 脅しに 
脅し、 ついに キター！ スクール 水着 
ラス トです。 いろいろな 少女の 
姿を 描く のが L  0 表紙の テーマです 
ので スク 水から 目を そらして はいけ 
紅いだ ろうと、 たかみち さんに クド 
クぞ 言って た 気がします。 ただ、 こ 
の-紙で 難 しかった のが 肌色の 色 具 
合。 日焼け 跡と いう 色は ちょっとの 
ことで 「焦げす ぎ」 「カレーみたい 
な 色」 に 変わって しまう 繊細な 色な 
ので、 この 時の 表紙 校正 （色の 最終 
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色々 作って ますね… （苦笑） L0 は 要素が シンプル だから こそ 1 コの 大きさ、 
レイ アウ トで 見え 方が 変わって きて しまいます。 まずは 考え/ ■こ 色んな パターン 
を 実際に 作って、 常に 比較 検討す る 事は L0 デザイン (こおいて 最 重要 項目！！ イ 
ラスト 自体の 鹑囲気 も 感じ取りながら 進めて いきます。 「L0」 の 「0」 の 字を 
イ ラス ト 上の 浮 輪で 表現す る 案は 無理が あって 断念した のを 思い出します。 
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聞 スポーツで。 という 要望だった のでし ぶし 
ぶ 挑戦して みました:。 場面 選びは 悪くない 
けど、 気持ちが 踏み切れて ない 感じ。 
球技は ほとんど 経験ない からな ぁ ^ 

m  r こかみ ちさんに イラストを お願いす る 時、 
m 纏 集から 「叙情 的な 風景画を」 とか 「量感 
溢れる 富士山を バック に 少女の 一瞬の 表情 
を」 とか 言う ことは まずありません。 たい 
がいは 「キャ ミ ソール 描き ましよう よ！」 
とか 「ブルマ 絵 見たい よ〜！」 とか 駄 々こ 
ねて ます。 ちょうど オリンピック 時期 だっ 
たので、 スポーツ 少女な 絵を ください！ と 
懇願して きたの が この イラスト。 短 パンは 
当時 あんまり 受けが よくなかった のです が、 
今では 結構な 萌え アイテム になって いるか 
ら 面白いです。 

昂 動きの ある イラ スト に対して、 キャッチ コ 
™ ピーも 動き •勢いの ある 配置に なりました。 
第三者の 声援 的な 感じ だと 思って 頂けたら 
よいな ぁ〜 と 0 
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m 修学旅行での 楽しい 雰囲 
S 気！ という ことで 手描き 
のス マイ U— マークを 追 
加して ボイ ント としまし 


Design  Rough 
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京都 どす。 LO 表紙で 実在す る 場所を 描いた のは 
これが はじめて。 現場を 見て 来て いるので 思い入 
れも 強いです な。 内容 的には みんなと 初めての 旅 
行に ウキ ウキの 女の子、 そんな 雰囲気が 出した く 
て 描 さ ま した。 


m たかみち さんが 選ぶ 『COMIC L0 表紙べ スト 1 』 
に 輝いた のが、 この 号です。 それなら ば、 という 
ことで ライト ノベルまで 作って しまいました。 た 
かみち さんは 「1 枚の イラスト である 程度 ドラマ 
っぽい 雰囲気が 作れた かな」 と 言って ましたが、 
編集 的に も その へんが よく 伝わる イ ラス トだった 
ので、 最初から （勝手に） 百合 っぽい 雰囲気で キ 
ヤツ チコピーを 考えて いました。 今 見ても 完成 度 
の 高い 表紙 だと 思います。 
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M 温泉と 愛娘に 癒され、 みたい な 
乂  ことでしょう。 かなわぬ 夢です 
ね 八 八…。 


L0 は エロい 表紙を 放棄した… 
とはいえ、 たかみち さんの 描く 
ヌー ドは ぜひ 見て みたい… とい 
うこと で、 また 無理を 言いつつ 
描いて ちらった のが これ。 見事 
な 幼女 体型 っぶりに すん ごく ビ 
ックリ しました。 このま一 るし、 
曲線に 物凄い 超絶 画 力を 感じ ま 
す。 あまりの エ □スに フィ ギュ 
ア 化まで してし まった、 伝説 的 


イ ラス ト。 
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ra 画像では 分かりません が、 この 号は 銀色の インクを 使用し まし 
这 た。 今回の 可愛い 絵に 硬質な 銀色が、 なかなか 新鮮で 面白い 表 
紙に なつたん じ ゃ 無い かな あと 


Rough  lllust* 
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月刊誌 にもかかわらず 1 2 月を 
コミ ケ 休みした L 〇 が満を 持し 
て 発売した のが この 号。 キャ ッ 
チコピー も 賢 しら ぶった 感じで 
すが、 けっこう 受けが良かった 
です。 … が、 世間 的に ちょっと 
尖りす ぎたら しく、 いろいろな 
ところから 「けしからん」 と 怒 
られ もしました。 という わけで 
この 号 以降 キャッチ コビー 類に 
「子供」 の 文字を なくし、 裏表 
紙に 入れて いた 意見広告 も 出せ 
なくなりました。 そり ゃ あ 最初 
はム カっ としまし たが、 今は 
厂 大人の 言 ラ こと 聞いて おいて 
良かった」 と 思います。 楽しい 
ことは こっそり やった 方が 楽し 
いです ちの ね。 


ひ: 
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m 上半身 だけ 夕日に 照らされて 
^ いる 様子を 描きたかった ので 
す 0 夕焼けを 彩度に 頼りす ぎ 
たかち しれません 

m たかみち さんの 夕日の イ ラス 
_ 卜が ずっと 見たくて、 1 年 言 
い 続けて ようやく 実現。 あま 
D にす ごい 色で 印刷での 再現 
が とても 難 しかった のを 覚え 
ています。 たかみち さんち 
「これは （色が） ない と 思 
いますよ〜」 って 言って まし 
たっけ。 でも この 画集では 見 
事 再現して ます。 光栄 印刷 さ 
ん偉い 。 


_ 映画の ワン シーンだった り、 映画の ポスター だつ r こり… そんな 感じを イメージして 作った のが この 号です。 
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とにかく 元気な 娘を 表現したかった のです。 この 直後、 犬は 離岸 流 
にさら われみ るみる 沖へ と 流されて ゆきました。 


rij  L0 の 表紙 打ち合わせは、 基本的にありません。 私から 「幼女！ 
^ 幼女！ ブルマ！ スク 水！」 言っても 大概 聞いて もらえな いので、 毎 
回た かみち さんの 独創み たいな 感じです。 それでも 2 人 （デザイン 
の宮 村さん 入れて 3 人） で 決めて いるの が、 「毎回 違う 印象」 と 
「イン パク ト ある 変化」。 いつも 同じ 調子って のが 嫌いな ので、 毎号 
每号 バリエーション 勝負な とこが あります。 この 号 も 「バカ っぽ 
し 1」 でい いとこまで 行けた かと 思われます。 ちなみに、 この ツイン 
テー ルの 女の子は V0L13 の 左に いる 子と 同一 人物です。 表 ま 氏 絵に 
世界観を 持たせる 企画を やって た 頃の 名残。 


m 15 号は 最初に こうしよう！ と 決めた デザインが すんなり 出来て、 
™ そのまま 入 稿した のでした。 イラスト 同様に 僕 目 信 も 勢いで。 
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LO 何度 目 かの 春 号。 毎年 毎年 「よう や 
く 春を 迎えられた」 的な 状況に ある 雑誌 
なので、 春は なんとなく 嬉しい。 なので、 
たかみち さんには 毎回 花を 描いても らう 
ことにな ってい ます， この イラ ス トの 肝 
はなん といっても 「ノン パンチラ J。 これ 
が 日本の ワビ サビです よね。 激しく 悔しい。 


この 号は 華やかで 楽しい 雰囲 
気な ので 無理 言って 「八 チ」 
を 入れさせて fe らいました。 
凄く 可愛い 表紙に 出来て て お 
気に入りの 表紙の 一つです。 


譜 


, 


. 卜.‘ よ 
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群集の一 人を 抜く よう に 描いて みま した。 


m 毎回 素敵な 仕孽っ ぶりの たかみち さんです が、 時々 ど一 にも イ 
_ ラストが 上がらない 時が あります。 待て ど 暮らせ ど イラストが 
来ない。 入 稿 締め切りを 遥か 飛び越しても まだ 来ない。 それで 
も 待つ しかない。 でも 来ない。 そのうち 足が ガタ ガタ 震え だす。 
でも 来ない たかみち さんに 何度 電話しても 出ない。 ヤ バイ ヤ 
バイ 本気で 今回は ヤ バイと 倒れる 寸前に イ ラス トが ポンっ と 送 
られ てく る。 その 時の 悦びた る や、 うっかり 死ん じ ゃい そうに 
なる く らいに 素敵 D 

ra is 号と 17 号の 裏面は 別の 作家さん が 描いた 「もう 一つの 
H 表紙」 と言う ダブル 仕様に なって います。 その 分 作る のは 大 
変な のです が （苦笑） 細かな 所で 凝る のって 楽しいです ネ。 
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m これと いって テー マがない 場合 特に 苦しんで おります。 


_ 以前 描いて もらった VoU  2 の 号が かなり 売れた ので 
_ 「たかみち さん、 裸です よ 八 ダカ！」 とゴ リゴリ 念押し 
して 描いて もらった 絵。 そしたら 思い切り 絵画 的だった 
ので ビック リ。 この 「なんか 裏切られた 感」 言い換えれ 
ば 「萌 えと かよりも 良い もの」 を 見せられれば グウの 音 
も 出ません。 キャッチコピーは 「ゲージュ ツ」 に 逃げ ま 
したので 正直 イマ イチの 出来なん です が、 褒めて くれる 
人ち いて 嬉し かつ/ ■こです。 


チな イラ ス トを L0 で 描く 予定は？ J 
ドな 内容なら 描く の も 楽しい かと。 i 


m 静かな 空間に 少女が しっとりと そこにい るよう な、 
H 穏やかで 落ち着いた デザインに しました。 


: Am 
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そして スク 水の 季節 到来。 よって 私は 夏が ダイ スキです。 たかみち さん 
がスク 水を 描く と 確かに 売 a 上げ も あがる ので 「スク 水は ニ ツボンの 
心」 と 言っても 噓 ではない と 思います。 演歌と かより スク 水。 あと 50 
年は 生き残って いくだろう 文化に したい。 という か、 L0 が ある 限り 滅 
びない。 減んで なる もの か！ なんだ っ r こら 外国に スタ 水 文化を ドンドン 
輸出して、 スク水 植民地と か スク水 帝国主義 とか 言わせて みたい。 世界 
的に 見て かなり 恥ずかしい ことか もしれ ない けど、 カワ イイ ものは 可愛 
いので あるよ。 これから も L  0 ス ク水イ ラス トに ご 期待く ださい。 


お気に入りの 表紙の一 つです。 あと この 号は L ◦人生ゲーム 的な 物を 作 
るの が一 番大 変だった 記憶が…。 作って いる 時は 悪 ノリで ノリ ノリ， 
なんです けどね （笑） 
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自分は 犬と ねずみが 好きなん です が、 人を 見る と 駆け寄って くる 猫 も かわいい と 
思う こと も ある。 しかし かわいい と 思わされて いる 感に 素直に かわいい と 思えな 
い 部分 も® る。 自らを かわいい と 理解した 上で 相手に かわいい と 思わそうと （略 


L0 動物 シリー ズイ ラス ト、 今回は めずらしく 猫です。 前に; t かみち さんに 「猫 嫌 
いです か？ あと 猫 耳 少女と か タメです か？」 と 聞いた ことがあ るんで すが、 「さ 苗 
に 好かれた ことがあ まりなくて、 それと ハムスターが 宇宙 一好き だから」 とのこ 
とでした。 キャッチ コビーは“ 猫 好き 編集 の メンツ を かけて 考えた ので、 わり 
とよく 出来た かと。 


m 女の子と 子猫たち の 楽し そ 
H うな 雰囲気に 合わせて、 フ 
キダシ にしました。 文字を 
逆さまに してる 方が 喋って 
る感が 強い かな© と。 

Design  Rough* 
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こういう 色 フィ ルタ 風の 絵は 自分は 描き やすいです。 周囲の 情 
報を 描かない ことで 見る 者の 想像力を 刺激す る。 たまには そん 
なの もい いでし よう。 

L0 の 表紙は、 每回 たかみち さんの 独創です。 その 時々 の 季節 
感や 気分を 大胆に 構図 化して、 色に して、 送って くれます。 最 
初は ラフの やり取り も あったので すが、 たかみち さんからの 提 
案で やめて しまつた ので、 イ ラス トが 来た その 瞬間から 表紙の 
構成を 考え出します。 心の 準備が できない 反面、 全く 新しい 気 
分で 構成を 考える のは 楽しくて 楽しくて 寝れ ない ほど 楽しい も 
のです。 その 構成 作業で一 番 重要な のが、 キャッチコピーを 考 
える こと。 それが どんな 言葉になる かで、 □ゴも レイ アウ ト も 
大体 決まって くるので 長い 文章に する か、 短く いくか、 色は？ 
書体は ？ 大きさは？ 誰の 言葉 か？ 音の 響きは どうか ？ シリアス 
なのか ギャ グ でい く か？ 毎回 同じような ことを 繰り返 し 悩み ま 
す。 そんな 時、 キャッチ コビーを よく 思いつく のが 何故か 家に 
帰る 時に 通る ほんの 10  メー トルく らいの 夜道。 そこに 来る と、 
思い出 したよう に 言葉が 湧き出 してく るので す。 それは 不思議 
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でもなんでも ない ことです が、 L  0 の 言葉の ほとんど はそう や 


って 作っ ています。 つまりは、 誰もが 日々 行って いる 動作 や 思 
いつきと なんら 変わりない ところに、 極めて 優秀な デ ザ イナー 
と 稀 有な イラ ス ト レー ターが いれば、 誰もが L0 の 表紙を 作り 
出す 側に いてし まう、 そうい 5 こと だと 思います。 だから 編集 
という 仕事は、 す C く 楽しい のです。 

m 色々 と 案出し しました が、 最終的には コピーに 合わせて 
^ 静寂 感を 求めて 作りました。 
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丁  LW 


164 


volume. 

22 


rmished  Image 


Design  Rough 


Rough  II  lust 


m この 号を もって 「熟 女 ものがた o 増刊」 をめ でた < 卒業 する ことと なりました。 
_ そんな 学生生活 最後み たいな 気分で つくった のが この 号で、 表紙ち 卒業 制作 的 
な 出来栄え。 たかみち さん も 「いい 構図が とれた」 と 言って ましたし、 編集 的 
にも 「自分ら しさが 表現で きた」 と 思って ますし、 デ ザ イナー である 宮村和 生 
さんが これを ベス ト 1 に 選んだ という ことで、 いい 表紙な のでは なかろうかと。 


m たかみち 氏の イラ ス トは 勿論 どれ も 好きです が、 あえて どれが 一番 好き か？ と 
» 聞かれ たらこの 号の 絵を 選びます a 構図、 光の 表現、 キャラの 雰囲気 や 空気 感 
… 本当に 素晴らしいです!！ 本当は 美 脚 だから (笑) と言うのは 小声で。 デザイン 
も 気に入って ます。 


田舎の 土間の 階段です。 暗がりに 差し 
込む 光と いう 状況は 光源で いろいろ 遊 
べるので 好き。 


iO 入れ 方に {可: 
f "- たる 物体 も夕 
周囲を 照らす あたり 
編 「まさに" 少女は 世界 
です ね。 哲学 だな あ。 
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この 季節 散々 描きつ く されて いる クリ スマ 
スネ タは 自分に とっては 一番 困る テーマで 
す。 世間の クリスマス ムードに 水を 差して 
はなる まいと 果敢に 挑戦し 散って ゆく ので 
ある。 窓ガラスの 反射に 挑戦して みました 


めでたく 独立 創刊 記念 号。 業界から 「いつ 消えても おかしくない 本」 と 囁か 
れつつ 「消えて くれるな！」 という お客さん & 書店さん & ネッ トの 人たち に 
支えられて めでたく 独り立ちで きました^ だから キャッチ コピーが 「あなた 
に 愛を」 になった という わけです。 車窓の 映り こみが 技 ありの 1 枚です ね。 


クリスマスの 楽しい 雰囲気で いく 
か、 聖夜の しっとりとした 雰囲気 
で 仕上げる か…。 考え方に よって 
デザイン も 大きく 違って きます & 
この 号では キャ ッチ コピーを 楽し 
げな 歌の タイ ト ルと 想定して 作っ 
てみ ました。 

1 
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望遠の 圧縮 効果を ねらって みました。 温泉 地 紹介の 写真 
を 見て 表紙の イメージを 決めました。 描いて 数年 後に モ 
チー フ になった 銀山 温泉に 遊びに 行きました、 今 ここを 
描いたら どんな 絵になる だろう。 


m フランス語が なんとなく 好きで、 大学の 時 勉強して みま 
^ したが 全然 ダメ でした ^ 「なんとな ぐ 好き」 程度 じ ゃ 頭 
の 悪い 人間は ど 一に もな りません。 でも、 L0 の 表紙 キ 
ヤッ チで フランス語 使いたくて あっち こっちで 調べた 結 
果が これ。 なんて ことない 「愛 ■ 日本」 て だけ D でも 中 
国の サイトで 褒められて たのを 見つけた ので、 八ッ タリ 
は 効いた のかと 思われます。 それと 今回 収録した: たかみ 
ちさんの 写真です が、 どれ も 見事な 構図と 色合い。 おじ 
いちやん 達が 趣味で 撮る 写真よ: D、 ちゃんと 「生々 し 
し)」 のが 素敵 Q 


編 「季節感を 色で 表現して ますね 
た 「している 気がします。」 
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_ 美しい 景色の 中の 美しい 人たち。 デザイ 
™ ンも モダンに 美しい 感じを 目指しました。 
コピーは 編集さん が フランスを 意識して 
たので、 ト リコ □ー ルです。 


m いろいろな 配置が 考えられる イ ラス 
« 卜だった ので、 試行錯誤と 検証、 検 
討の 連続で し r こ r こかみ ちさんの ス 
ノボの デザインが 可愛いで すね〜！ 


Rnished  Imacie 


高校 時代は スキー 部に いま した。 編集 
になって からは バイクに 乗り出して、 
峠道を かっ 飛ばして いました。 スピー 
ド感と スリルは 楽しい ちので すが、 
「転ぶ」 という 恐怖心の 方が 私は 大き 
いようで、 スキー も バイク も ほぼ やめ 
てし まいました。 （バイクは ゆっ くり 
乗る スタイルに 変更。） 締め切り とい 
う スピー ドと ス り ルに 翻弄され る 編集 
作業に おいて、 「転ぶ = 落ちる = 本が 
出ない」 という ことは 悪夢 以外の なに 
もので もない のです が、 どこか ゾクゾ 
ク する 感じが して ヤ バイです c この 号 
もやたら とス リリ ングな 締め切 りだっ 
たと 思し) ます 0 キャッチコピーが せっ 
ぱ つまっ てます ものね。 


Design  Rough 


N 


RouaHlllust 
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Rough  lllust^ 


V 


雪景色に 抜ける 青空を 描き 
たかった のです。 冬の レジ 
ヤーは 軽く 10 年 以上は し 
てません。 表紙の ネタ のた 
めに ち 活動的で ない とな® 
と 思 5 のでした。 
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II 桜は 順 光が 最も 映える だろうと いう ことで。 毎 
M 年 桜の 時期は 撮りに 行く の だけど、 ほとんど 絵 
の 資料には ならない もの ばかり、 結局 想像の み 
の 作画と なって お D ます。 

編 「春は 好き？  I 

た 「越冬す る 小 動物 並みに 好き。」 

S たかみち さんに よる 桜の 絵 第 2 弾。 桜の 絵を い 
かに 描く かで、 よくた かみち さんと 話し込む の 
です が、 そこで 出る のが 「だって 桜の 色って、 
本来 薄いで しょ？」 って こと。 桜の 花を 写真で 
撮った ことの ある 人は 知って ると 思います が 
あれ だけ 鮮やかに 咲き誇って いるよう に 見えて 
実はす こ' 一く 地味な 色して るんで す。 そこを 
「マン ガイ ラスト だから」 と 割り切る かどう か 
で每春 悩む わけです ね。 世界は 美しい、 ゆえに 
難しい のです。 


m 情報量の 多い 画面です が、# の 軽やかな 雰囲気 
H がで るよう になれば 良い な… と 考えました。 
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DesignRougH 


いれば 
ら ない 


君び い 


作画 的には 一番 気に入って います。 背景の 影 付けが 気持ちいい 


m この 絵、 たかみち さん も宫 村さん も 「隠れべ スト 1」 に 選んだ イラストです 〇下 
^ 校 時の 青春が よみがえる ような 見事な 構図と 色 使い、 あと ジャー ジ がね、 すごく 
良い。 デザイン も 完成 度が 高くて 編集局 長に 褒められ たのを 覚えて ます。 ただ イ 
マイ チ 弱い かもと 思う のは キャッチコピー。 ちょうど 私が ギャル ゲーに 絶望して 
いたので、 短絡的に こうな った だけの コピー。 それでも、 ゲーム と 恋愛って すご 
く 深い関係 なので、 いつか また 挑戦したい テー マなん です けどね。 


^ この 号は 白フ チを 付けて、 オレンジの 付箋を ポイントに しました。 


嘛 
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編 「レズって 好きで したっけ？  j  _ 

た 「好ぎ な レズと 嫌いな レズが あります、 その へんは うるさい i? すよ。」 

編 「今回の ノベルの 挿絵 [こその 辺りが 出て いたり 隠れて い r こり… なるほど。」 


この 表紙 もた かみち さんの お気に入り。 でも、 もっと 気に入って いるのは ココに 載せ 
ている 没 ラフの ほう だと か。 今 見返す とこの 頃の 表紙と キャッチコピーと デザインは 
かなり 良い バランス になって いる 時期で、 こういう 流れみ たいな バイオリズムが 雑誌 
という ものには あるんだ な あと。 あと、 「デ イシ プリン （discipHne)」 つてのは 英語で 
練習と か 弟子と かの 意味 Q 


Finished  image 


f こういう 仕事を する 上で 学校生活の 思い出は かなり 重要なん だな一 と 思う。 いろんな 
部活を 経験して いたら もっと いろいろ 面白い 絵が 描けたん だろう なと 後悔す る こと も。 


この 号は 凄く 気に入っ 
てる L0 の 一 つです。 

イ ラス ト も キャッチ コ 
ピーも デザイン も 3 人 
それぞれの 仕事が 良い 
効果を 生んだ のでは な 
いかと。 全体の 色合い 
等 も 彩度 低めで、 ボイ 
ント カラーが 効いて ま 
した。 背の ス ト ライプ 
も お気に入りです。 


Desian  Rough 


し つかりと した 光を 表現 した かつ 
たので あえて 影を 重く 持って みま 
した 


Desicjn  Rough 


M 


漫画雑誌の 表紙 絵は、 内容に もよります がわり と 「現実には 無い 場所」 
を チョ イスす る ことが 多い ように 思います。 エッチな 雑誌の 場合は、 
それに エロス 要素が 加わって かなり 押しの 強い 感じに する のが 普通。 
だって、 やっぱり 派手な 方が 目立ちます もの。 L0 の 表紙が こんな 風 
に 普通な のは、 ほぼ 10 0% たかみち さんの 趣向に よる ものなん です が、 
「押し」 と 「現実には 無い 場所」 を セレ クト しないで 表紙 絵を 組む のは 
毎回 大変の ようです。 編集からは 「毎回 違う テンションで!」 ってし か 
言われな いし。 

編 「 (何度も 聞 きます が) スク 水は 描いて いて 楽しし Y です か？ 
楽しいです よね! そうです よね 先生!!」 

た 「ボディー ラインが そのまま 描ける ので 


Finished  imaqe 


この 号は イラ ス トの微 
妙な トリ ミン グに こだ 
わって r こ 記憶が ありま 与 


ReferenceMatenals 
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I 


COMIC  LO 

Volume. 


石垣 島の どっかの 浜。 この 年は 初夏に 行って きたので、 すぐ 絵 
にして みました がそん なに イメージ 出て ないか も。 旅行 中 ほと 
んど S つていた ので その 印象が 絵に 現れて しまつた のか もしれ 
ん です 0 


m 前号の コメン トの 流れから すると、 少し 変わって いるの が この 
_ 号。 南の 島の 浜辺で 寝そべる 少女と いうのは、 L0 表紙 的には 
すごく めずらしい。 たかみち さんは 沖縄 好きな ので、 自然と 出 
てきた モチーフ なのか もしれ ません が、 私が この 絵を は じめ て 
見た 時は 「ああ、 あの世の 絵 だ」 と 思いました。 美しす ぎる 光 
景 はなん か 死を 思わせる のでち よつ と 怖い。 


か‘'..''.^ r 


m 


糊 


苄し たか、 いい 


XU  L 


た 「海 好きには す 


六 


㈡ 


Finished  imacie 


Design  Rough  ^ 


イ ラス トを 活かした 上で 
の デザイン 的 メリ 八リ感 
と言うのは 重要 項目 だと 
考えて います。 


Rough  lllusf1' 
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H 清流を 岩で せきとめて スイ カを 冷やした のを 思い 
f  j 出しながら こんな 感じに。 もっと 具体的な □ケー 
シヨ ンの イメージが 頭には あるのに一 枚の 絵では 
描き きれない もどかし さがあります。 


なんか 妙に 漫画 チックな イ ラス トです。 たかみち 
さんは 昔 漫画家を 目指して いた こと も あるそう で、 
聞けば 「ギャグで いこ ラと していた:」 とのこと。 
想像つ くような、 つかない ような' たかみち さ 
んの お笑い 好き も けっこうな もので、 イ ラス トを 
描く 時は 音楽と かで なく て お笑い 番組を ずっと 流 
しながら 描く そうです。 特に 松 本人 志が 好きら し 


い。 


I 「印刷物の 緑色て 
ん です が丄〇 で 
t 「出に  <  い 気は t 
感じた こと あり 


二 し、/ ひ 

発色 

w  ノノし  L _ i 


功、 


ヤ  Tl 


, M. - 


] I 


— 山 
し 山 


す 力， 


f  1 


m lo □ゴの 前に キャッチ コビーを 持って来る 事で 
本の イメージを 違った 印象に したかった のです。 
新しい タイ ト ルの 本… みたい な。 
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デジ カメ 好きな ので。 少女の 持って いるのは n 社 だけど 背景の 
写真 資料は c 社で 撮 ってたり。 

L0 表紙では 初めての パンチラ 絵、 大変 さりげな〜 く 描けた と 
おもいます。 まあ デザインで おもつ きし フォーカス ポイント 
当てられて いるんで すけ ど (笑 


m 「33 パンチラー ！ 」 な 1 枚。 秋 空の 青 さも 眩しい イ ラス トな 
M のです が、 これを たかみち さんから もらった 時は 「パンチラ！ 
パンチラで すね！ すごいで すね Voi.l 以来 じ ゃないで すか！ い 
いです よね パンチラ」 とその 話しし かしなくて、 たかみち さん 
を杲れ させた 記憶が あります。 むしろ カメラの レンズ 効果な ど 
を 使った 構図 取りが ポイントの 絵なん です よね、 本当は。 L0 
の 表紙 絵は カメラ レンズの イメージで 作られて いる ことが 多く、 
カメラ 素人の 私と しては なかなかに 手 ごわい 打ち合わせ になり 
ます。 

編 「カ メラは 河 を 使つ ています か？ 機種 ごとに 
何 か 違いと か あるんで すか？」 

た 「主に 広角 撮影に 有利な デジタル カメラを 使って ます。 


才一 


ー カスの 精度 I オー ト ホ ワイ ト バランスの 


精度、 高感度 撮影が 得意だった り、 発色が 好みだった D 
機種に よってい ろい ろ、 自分は 発色と ホ ワイ ト バランス 
が 好みの 機種を 選んで 使います。」 

m これは もう、 この 絵で フォー カスす るのは そこなの かな、 と (笑) 
63 キャラ、 背景、 ポ イン トを 活かす 為に ロゴは 半透明に しました。 


Rouah 

Design 
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Rough  IIIusn 


le- 


高 濃度の フォグ っぽく 処理した 背景は 絵 的に まとめ やす 
くて 好き。 L0 の 表紙では 珍しい。 

わしの 描く 眼鏡っ 娘は 歴代 不評な のでなる ベく 描かない 
ようにして いるけ ど、 印象の 薄い 娘だった せいか 自然と 
眼鏡 キヤ ラに してました。 


m ちよう どこの 頃ラノ ベが すん ごい 流行って いた 気がし ま 
M す。 思えば 私の 中学 時代から そういった ものは あって、 
中高生の 欲求は ネッ トと 携帯 だけ じ ゃない ことが わかっ 
て、 少し 安心し ます。 私自身は ラノ ベを あまり 読まない 
ダメ 人間な のです が、 他の いろんなと ころから キャッチ 
コピーの ネタを パクって きたりして います。 本来なら こ 
こで ネタ ばらしす るの が 「正しい 楽屋落ち」 なので しよ 
ラが、 どう も 恥ず か しい &ネタ 元の 方に 本気で 叱られ そ 
うなので やめて おきます ^ へ タレで すん ません。 


編 


d： 


.ういう イ ラス トを 見る と 聞きた く な るんで すが、 
封 交 時代 思い出に 残る イメージ (シーン） つて 河 か 
3 ます か？」 


vJVJ 違が 便所の 渡り 廊_ 
てる 場面が 強烈す ぎて… 


でい つも 弁当を 


Fmisnedimage 


m 文字 や色フ チで 色 味を プラスして みました 
□ゴ もい つもと 違った 処理に なって います 


〇 
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m ちょっと 和風で ありつつ、 
^ 上下に 入れた 黒の ライン 


で どっしり と 落ち着いた 
イメージに。 足湯で 和ん 
でる 雰囲気が 強調で きた 
のでは ないかと。 


_ 足湯です、 後ろは 見えて ない けど 湯 畑です。 さて ここは どこで しよう？ 

p キャッチ コピーは 主に n) ナレーション タイプ® 少女を 見て る 人 視点 ③ 少女 本人 視点の 3 バリエーションで できて ます。 コピーの 芸 幅が 広くない のに 
M も 関わらず L 〇 がいろい ろ やって るよう に 見える のは イラ ス トと デザインの 視覚 効果に よる ものです。 現代は ビジュアルの 時代っ て 言います けど、 
L0 なんかは まさに それ。 ビジュアルの イメージ (私は パッケージって 呼んで ます） で 全体の イメージが 変わって くるって 面白い ものです。 もちろん v 
キャッチ コビーを 作る 側と しては いつか 文字 だけで 勝負した いなと も 思います が、 その 時は たぶんた かみち さんに 逃げられた 時 だと 思う ので、 そ一 
ゆ 一 勝負事は 先 延ばしした: いです。 

ReterenceMaferials 
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ra スケートの 絵は 何度か 挑戦して は 引っ込め てます、 強引に 書き 
上げました。 やはり 経験の 浅い も のが テーマの ときは ふわつ ふ 


わして しまい ますな。 

m ど一 にも キャッチ コピーが 思いつ 

_ かないと きは、 とにかく 寝ます。 
寝転びます。 寝転が ります。 ずっ 
と 前に 物知りの 知人から 「中国で 
は 『三 上』 っての が あって、 臥 上 
(寝ながら）、 厕上 （トイ レし なが 
ら）、 馬の 上 （移動しながら） が 
物を 考える 好 条件で ある」 と 教え 
られ てから、 そうして 編集部を ゴ 
□ゴロ 転がって 考えて ます。 私的 
思考の ベス ト ポジションは 足を 頭 
より 上に 上げた 「シェイプアップ 
ポーズ」 みたい な みっともない 姿 
勢。 なので なる ベ < 人 のい ない 時 
間に L  0 の キャッチコピーを 考え 
るよう にして ます。 あと、 カレン 
ダー 企画は 完全に 突発 企画な ので、 
毎年と か 付きません。 そのうち ま 
たやりたい です。 


E^l その 動きを 活かした し、 
@ な ぁと 思い、 キャラの 
パース や 影 も 意識して 
デザインして みました。 
コピーに も 影が 付いて 
— 緒に 滑って るんで す! 


j 


Rough  lllust 
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編 「イラスト 1 枚 描く のに どれく らい 
時間が かかります か？」 

卜 「qFI ドと V  I 

編 「没 ラフ を 含める と、 たかみち さんの 
人生がず いぶん L0 で 埋め られ ていく 
よ ラな…。 でち、 おかげで こ 3 して 
画集を 作らせて もらえる から 
いいです よね！ ねつ P」  ^ 
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食欲を 刺激す る 絵に 挑戦して みま した。 

完全に 本の テー マを 忘れて ます。 

ラーメン スープ も 水 表現の 一種な ので 楽しいです。 


この 表紙は 多方面の 人に 褒められて 嬉しかったです。 な 
にせ、 エ □漫画雑誌の 表紙で コレです からね。 イラ スト 
を 初めて 見た とき 「ど _ し よかな、 これは…」 と 絶句し 
ま したが、 なにせ 可愛い ので 気にせず 普通に まとめ まし 
た。 雑誌の 表紙で 作家さん の ペンネームが 小さ いって こ 


とに 関しては、 編集 的に けっこう 難しい 部分 も あるので 
すが、 まあいい かと 考える のを 止めて ます。 ちなみに、 
たかみち さんは 每回 □ゴ 位置と 作家 ペンネームの 入れる 
余地を ちゃんと 考えて 構図を 決めて くれます。 それを 編 
集と デサイ ナ ーが 読み 解 くよう に デサイ ン する 過程が 実 


に 楽しい。 


P この 号は 物凄く イン パク トの ある 表紙に なりました ね。 
™ キャッチコピー も 大きく 前面に 押し出し てます。 「ONE 
AND  0 MLY …」 の 英字は どんぶりに， 隙 あら ばオ モロ 
イ 場所に 入れて やれ！ といつ も 狙って ます （笑） 
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さわやかな 色合いの 雪景色が 描け ま した。 


Design  Rough 
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デザイナー _ 宮村和 生さん は八ン サムで ある。 八ン サム 
な だけに おしやれ である 0 ついでに イ ラス ト も 上手い。 


八ン サムで おしゃれで イラ スト レー ター なので 当然 文字 
も 可愛い。 この 号の タイ トル* キャ ッ チコ ピ ー - 作家 ぺ 
ン ネームな どす ベて 宮村 さんが 手描き 文字を 用意して く 
れ たもの。 発売 当時に 「あの 文字 フォン トは どこで 売つ 
てい るんで すか？」 と 問い合わせが あった ほどの 反響で 


した 


編集 W 氏丨 そんな 噓は 書かない ように ^ 僕は 単なる 酒 好 
き なオ ッ サンです から…。 たかみち さんの 意図と は 異な 
るとは 思います が、 「卒業 前に 友達が 写真を 撮って、 思 
い 出に 文字を 描き 込んだ…」 と言うの が この 号の 僕の コ 
ンセブ トだった ので、 ロゴまで 全部 手描きに してみ まし 
tco この 手描き 文字は 2 人の 人が 関わって おります。 
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この 桜 も 例によって ド 順 光 アングルで 


再び 桜。 前に も 触れました が、 L  ◦の 
_ 表紙には 「PP 加工」 という ビニール 
を 貼って キ レイに する 加工が 入る ので 
すが、 それに よって イラ ス トの 色が 微 
妙に 変化す るの が 悩みの種。 特に この 
桜の 色は 難しくて、 薄くて 淡くて ほん 
やりしつつ しっかりと ピンク 色っての 
を 出す のは 大変 〇 そういう こと も あっ 
て、 今回の 画集の ように 「ほぼ 完全に 
たかみち 色」 ってのを お見せで きる の 
は 嬉しいです。 スキャンして Zip ファ 
イ ルで 見れば いいと 思って いる 人には 
絶対 わからないで あろう、 印刷物の H 
沢 さっての が あると 思います 0 その 贅 
沢 さが 伝われば 苦労し 甲斐が あるので 
すが…。 
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m 最前 面に きて る 桜を 活かした デザイン 
H を 検討し ました。 淡く はかない けど 強く 
咲き誇る 桜 （と 少女)。 
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いきなり 兎。 動物 絵は L0 では 珍しくない ものの、 
ここまで ドーンと 描いて® るのは 前代未聞。 キヤ 
ッ チコピーは 悩みに 悩み、 3 日 転げ まわりながら 
考えました。 しまいには 「僕は 兎… 小学校の 生き 
物 係りに 飼われて いる 兎 だ… ああ、 キャベツ 美味 
し、 な…」 と 兎に なり きる ところまで いきま した。 
デザイン 含め ど 一 かな あ？ と 思って ましたが、 た 
かみち さんが 「© れは 良かった」 と 褒めて くれた 
ので、 今は 気に入つ てます。 


この 力強い キヤ ツ チコピーが 一番 活 きる 配置を 
模索し ました。 うさぎ くんが 男前に 感じられる 
ナイスな 表紙に なった と 思います。 
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Rough  1 1  lust* 


実钵 験を 思い出して。 

濡れた 地面が 描きたかった のです 


雑誌は 地球 環境に すごく 良くない もの だと 思い ま 
す。 紙と かす ご一 く 使う し。 ゴミ いっぱい 出る し。 
面白ぐな かったり 売れなかった D すれば、 人には 
ゴ ミって 言われて しまう し。 だから 地球の ことを 
考えて LQ 出す の やめます！ って 言う のはつ まり 
編集の 失職を 意味す るので、 再 就職先が 見つかる 
まで やめて おきます。 雑誌の 存在意義って のは、 
せめて ほんの 少しで も 人に 楽しい と 思わせる こと、 
その 1 点 だけで 十分な ので、 そこ だけ 考えて 作つ 
てます。 


_ 雨を 描く 時、 楽しい こ 


frr  r 

J  '  £  1 


f  j-  0 


文字 類 も 「全部一 緒に 雨 やどり！!」 が コン セプ トで 
作って いたので、 ほとんどが 左側に レイ アウ トされ 
ています。 フー ドボウ ルに 例の 文字が （笑） 
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ONE  AND  ONLY 
COMIC  MAGAZINE 


夏は 水着と ほぼ 決まって いるので 
ポーズ 優先で 進めました。 

横 アングルからの 曲線は 描いて いて 楽しいで 与 
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T, 


めつ たにない のです が、 たまに キャッチ コピーの 入り 方で デ ザ イナー さ 
んと 議論になる ことがあります。 デザイン 上の バランスと キャッチ コピ 
一の 意図は ごく 稀に 齟 酷を きたす ので、 そういう 場合は デザイナーさん 
に 折れても らう ことが 多いです。 雑誌の 表紙は 意図的な ものな ので、 そ 
の 意図 （あるいは 思い込み） が 強固に あれば デザイナー さんの 論理を 超 
える の も 時々 だけです が 許されます。 要は 編集の ワガ ママに 付き合って 
くれる デ ザ イナー さんに 対話 能力が 絶対必要って ことで もあります。 宮 
村さん は 話せる 人 だ。 


TLW 


季節ら しく 浜の 元気な 女の子が テー マで。 食い もん 描 
くの が 楽しい ので 裏 テーマに 食を 取り入れて みたり。 


L ◦の 売れ行きに 水着は とても 大切な ファクター とな 
ってます。 数字で 言う と 数千 部 単位で 違って きます。 
私と 同じく どんだ け 少女の 水着 姿が 好きな のかと。 面 
白い のは 海外の サイ トで L0 が 取り上げられる （!？） 
時 も やっぱり 水着 絵が 高評 価 だ ったり する こと です ね。 
少女の 水着は 文化の 壁を 越えて ゆく のかと。 L0 の 表 
紙が 中国語で 紹介され ていたのを 見つけた こと が ある 
んで すが、 その 下に 「ロリ コン 乙」 つて コメン トが つ 
いていた の も ボー ダレスな 感じ。 


す こ 「好きて 


皮… r 


m 少女 達の 夏休み、 楽しく 燃えて る デザインを 目指して 
H 制作し ました。 コピー の 途中 や 背 も 燃えて ます！！ 
ちなみに イカ 焼きは 大好きです。 （酒に 合う） 


Design  Rough 


ReterenceMaterials 


COMIC  LO 

Volume, 


Rough  I!  lust* 


^ 離島の 静かな 夜の 海辺、 あの 感 
匕 じを 一枚の 絵に 載せたくて いろ 
し、 ろ 苦労して ます。 

ra これは L050 号の 内一 番 キヤ ッ 
^ チコ ビーに 苦労した 号。 絵 的に 
は 「港の 夜の 風景」 「夜の 色」 と 
い 5 テーマ なんです が、 これが 
私的に 漠然と しすぎて 困 り 果て 
ました。 デザインは 普通に 宮村 
さんに お任せ するとして、 キヤ 
ツチ コピーは どうやって 逃げよ 
3 かと、 それだけ 考えて ました。 
結果、 このように 長い 文章し か 
ち 若干 ス ト ーリー 的な もの も 匂 
わせつつ な 感じに しました。 自 
身の 文才の 無 さが 恨め しいです。 

m キャッチ コピーが 小説 風に 長い 
» ところが 面白いです よね。 
雰囲気が 好きな 表紙です。 


編 「夜の 色は どんな イメージの 色なん です か？」 

た 「普通に 黒です。」 

編 「だからな おさら 離し いんです ねえ。 この 没 ラフの 置。 
一部 全く 違う 方 性 も 試して いたりと か。」 
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目線、 ボール、 動き、 次の 展開… 色んな 事を 考えなら が 検討 
しました。 あ、 前の 球技 （10 号） の 時 も 黄色を ポイント にし 
てます ね (笑） 
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TheyMgh$pint 


i 


個人的には 每号ノ 〈ムスターの 表紙で もい いく らい 
好きです。 

八ム。 ものすごく 八ムい イラ ス トです。 私 も八ム 
スター の モコ モコ 感が 好きで、 一時 本気で 飼う こ 
とも 考えました がその 後 猫を 飼 うこと になって 夢 
潰えました:。 あと、 今回の キャッチコピーは 大学 
時代に 考えた コピーでして、 いつか 使う こと も あ 
るかと 思って たら 実現した 稀な 例。 使えて 幸せで 
す。 漫画家 さんや 編集 業 や ライター さんの 多くは 
「ネタ 帳」 という メモ 帳を 常に 持ち歩い ています。 
皆さんに もオス スメしたい 「生活が 楽しくなる 趣 
味 （時々 実用)」 です。 


hi 


を 飼って き 
さ 加減が 凄い 


二の 写 具の 


_ 宇宙 一 かわいい 生物な (: 


■_  I  7tr 


. .で 子供の 頃から 
忒 し) ません tj 
前ノ  \  A スター の 医療費の こと も 
i が、 あれ も 屡かった…。 


_ 八 ムスター 可愛い 


そして 良く 見て 下さい!!!! 実は この 号の L0 ロゴの 
中に も 八 ムスター がいたんです！ 


LO 
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Reference 

Materials 


少年 野球の 試合を 見に 行ったり したけ 
ど、 結局 見に 行く 前に 描いた ラフを そ 
のま ま 起こしました。 

被写界 深度の 表現を 手描きで はなく、 
は じめ て ぼかし フィ ルタで 表現して み 
ました。 実際には レンズの ボケは 光が 
膨張す るので 単純な フィルタ 処理では 
ちょっと 違った かも。 


描 素 動た し 思な し 場き ム V  〇 
をら うつと に マ U た つス ます 
女たい かる チ I  .来い もうで 
少 てうし えィ テの が 思せ r ん 
球し こ 欲捉 マい ち 卜に わ ro な 
野リ 。とを ィ しみ スぐ合 f; 要 
も ダた つ 姿と 難 か ラす ち！^ 重 
かネ しずの るく た ィも打 ルに 
ノォ まが 瞬ぎ c r う の嚓当 
とき 卜 j すすに ^ ピン ゎ 本 
t 1でスの的りさ 51 コィとて 
J> ! が ラ 女 意 あま こ チ ザ こつ 
% ての ィ少恣 も、 ッ デく 
V いいる。， きが IO ャ 、い 
rf- 描し あすは とすと キてに 流 
M てらので のる で ご、 しズく 
D い 晴きん 5 えの し 合 ま 一い 
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Fimsned  image 


景色を みるの が 好きな ので 線路と か 駅 
とか テン シヨ ン 上がり ますね。 


m 私は 田舎育ちな もので、 こういう 風景 
碰の 「ある ある 感」 が 素直に すごい と 思 
います。 「リアリティ」 つてのは、 L0 
的に 最 重要な テーマな のです が、 表紙 
からこう いつ た: 雰囲気を 作 つて もらえ 
るのは 編集と して 実に 嬉しい。 「リ アリ 
ティ」 は 細密な 描き 込みで も 表現で き 
ますが、 た かみち さんの 描き出し 方は 
落ち着き どころ が 心地よ くて 素敵。 絵 
を 素敵と 思えば 思う ほど、 キャッチ コ 
ビーを 生み出す 悩みは 深くなる のです 
が、 楽しい 悩みな ので 苦痛では ないで 
すね。 

m たかみち さんの 背景を どこも 隠した く 
@ なくて、 レイアウトに 悩む ことが よく 
あります。 


う いうの が 原 風景 

1 ■位 二 5? 


正直 この 歳に なっても スキーより あの ソリで 遊ん 
だほうが 楽しい のでは ないかと 思う。 


この 画集の この イラストは、 たかみち さん 日く 
M 「 実際の データより 良くで きている」 とのこと c 
通称 「たかみち ブルー」 と 呼ばれる 青色 表現は、 
主に 空^ I や 海 色で 発揮され ますが、 雪 色で 完全 再 
現される のは 珍しい こと だと 思います。 （今回た 
かみち さんに そのよう に 言わし めた ものは Vol,35 


などち あ t) ます。） 小さな インク 粒の 集合体と して 
のイ ラス トです が、 ほんの 僅かな バランスで よく 
出たり うまくいかなかったり、 四苦八苦 してます; 
そ 一 ゆ 一） （ランスは なんか 哲学的で 面白い ような 
気がします。 


P 雪の 舞う イラ ス トに 合わせて、 □ゴも ふん わり 乗 
@ せて みました。 こういう 遊び心 いっぱいで 作らせ 
て もらえる のは 本当に 嬉しい ことです！ 
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野辺 山 駅の 待合室を 参考に。 

でも 実際は こんなん なって ません 


〇 


m 某 インター ネツ トで この 駅 待合室を 言い当てた 人 
m がいました。 実際 こんな ふうに なって いないので 
すが、 ベンチの 形 や 部屋の 構成で それを 書い 当て 
る 鉄ち ゃん （鉄道 マニア） の すさまじい 「鉄 欲」 
はものす ごく カツコ イイ。 彼らの 赴く 駅舎に、 し、 
ろん な 陽 だまり の 神様が いた りす るんで しようね。 


r.  p  ■  j  m 

I  f  t,...  f-mJ 

r ゐ止 マ 
/  し  I  ip 大 .1! 

a 羊 し 

m  r  tf-i 


みち" 鉄 っ ちゃん" 疑惑の 真偽は？ 
には 楽しい 旅の イメージを 持って 

、 ， し 『一!■ 白  ノ  4— .  士^ M-  /  1 


.ご 


すけ V 


とは 良く わかり ま 


ラです 


圄 


足元の 陽 だまりに 合わせて、 やわらかで 暖かい イ 
メージ の 表紙に 出来たら な ぁ… と 思って 制作して 
いました。 この ス 1 -ー ブが 懐かしい！ です。 
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^ し、 ろい ろな ものに 挑戦して いくとい よ 
if いよこん な ことに もなります。 

_ この 時 も 締め切りが キツ くて、 め ずら 
_ しく ムッと したた かみち さんから 「上 
がりました」 と言われて ダウン □—ド 
して みれば、 ま® フアン シーな 絵 だ こ 
と。 ムッと して フアン シーな 人 も 珍し 
し、。 怖い ぐらいに ピンクで すので、 
L0 としては これ また 珍しく エッチつ 
ぽい 感じ もします ね。 ピンクは エロい。 
この 仕事を してて 苒 認識し ました。 
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のを 
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ra 珍しい ピンクの 表紙な ので キャッチ コピ 
_ も、 背 も、 し) つもと 違い フアン シーで 
可愛らしく してみ ました。 
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桜 も 飽きた ので 梅を 描いて みました 
流鏑馬を テー マに 持って くるなら 的 
は 絶対に 描かなければ いけない のに 
なにを やつ てんでし ようか。 


力 


/f 


/ 


//> 


r 


(1 


Rough  IlliistC 


j 


し 


Finished  Image 


50 号 記念。 記念に 下の ような 
手紙 風の 広告を 作 りました D 


0 
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m めでたく  50 号 記念。 だからといって 特別に ラ 
^ ンジエ U —イ ラス トと かに しないの が、 たかみ 
ち 的 ジャスティス。 50 号 記念 だからといって、 
付録 や 特別 企画と か 一切 無い のが、 L0 的ジャ 
スティス… という か 日々 忙しす ぎて 忘れて まし 
た。 私は どうも 「予定を 立てる が ほぼ 計画 通り 
実行で きない 人間」 らしく、 この 文章を 書いて 
いる 今の 時点で この L0 画集が まだ 半分 以上で 
きていな いという 無計画 さで 生きて いますが、 
L0 の 未来 もた ぶん そんな 感じです。 L0 画集 
第 2 弾 も 今から 計画 中です が- 
やって  <  ださい。 
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This  book  is  a  pretty  girl  cultural  one  pari  of  Japan  and  also  is  the  most  point  correctly  at  the  moment. 
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Lastly, 

This  front  cover  illustratJon  collection  is  made  by  various  people  and  is  suoported.  Then 
as  a  result  of  having  consumed  lots  of  materials,  resources,  I  became  a  form.  I  want  to 
thank  the  lots  of  people  and  objects  first. 

A  magazine  of  COMIC  LO  is  still  continuing  publication.  Being  a  (  September,  2008 
present  time  )  magazine  will  continue  to  make  illustration  world  of  "TAKAMICHI 11  to  it 
even  by  also  being  destroyed  someday.  Since  there  is  also  a  schedule  that  takes  out 
book  of  pictures  VoL2  before  long, 1 look  forward  and  want  to  be  waiting. 

Now,  how  shall  i  do?  as  for  a  front  cover  of  next  month  issue!? 


|YES! ロリータ NO! タッチ 


クオ •力 


© たかみち‘ 茜 新 社， コミ ック ハウス 


2002 年 VoU  「LO クオ カー ド 


2005 年 VoU6  『LO テ レカ： 


2005 年 VoU7  『LO テ レカ』 
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たかみち  Takamichi 

[生年月日] 

1972年4月22日 

圆眛] 

デジ カメ 擷影 旅行 
[作画 環境] 

PowerMacG4CUBE  memory  1GB 
[作画 ソフト] 

PhotoshopS.Ojv  Pa  inter  6,0 

[関連 作品] 

★漫画 

「ゆるゆる」 

内 白! 才日 

「おかあさん 、もういち ど とんで よ!」 絵本 
nnclusjon」 小説 ‘ ビジュアル ブック 
「落下 症候群」 小説 
「たかみち 画集」 画 _ 

「果てしなく 青い この 空の 下で…」 小説 ■ビジュアル ブック 
「カルシ ファー* ド 青嵐 記， 緋炎 伝」 小説 
etc … 

★ゲーム ソフト 
「羅刹 -Alternative，」 

「inclusion」 

「てんしの かけら」 

「みずの かけら」 
fHOSHIGAMiJ 

「果てしなく 青い この 空の 下で…」 

「エア ガイ ッ」 
etc … 


宮村和 生  (.みやむ 5 かず®) 

住: 東京都 在住 職: デザイナー 
愛: お 酒, 音楽、 2 輪 (バイク I 目 転 車 
環: Mac/lllustrator/Photoshop 
活: 雑誌/小説/ _ 行 本/ □ゴ 等/グラフ イ ックテ ザイン 


FLOUJ  camicm 

umm 

-TAKAMICHI  LOVE  WORKS 


[発行日]  2008 年 10 月 15 日 初版 発行 


[著 

者: 

たかみち TAKAMICHI 

[発行者] 

野 田正修 

[編 

篥] 

株式会社 コミック 八 ウス 

[発行所] 

梡式 会社 茜 新 社 

〒 101-0061 

東京都 千代 田 区 三 崎 町 3-6_5 原 島 本店 ビル 1 F 
TEL  ： 03-3222-1977(^ 

FAX  ：  03-3222- 1985 
振替： 001701 -39368 

[装幀] 宮村和 生 徽 Ml 
[印刷所] 光栄 印刷 株式会社 
[製本 所] 光 印刷 株式会社 


1 定価は カバーに 表示して S ります。 

乱丁  ■落丁の 場合は お取り替えいた します。 

本 霜を 無断で 複写 •複製 または 転載す る ことを m じ亏す 


Printed  in  Japan  ISBN  :  978-4-86349-028-4 

©  TAKAMICHI  /  AKANESHINSHA  /  COMIC  HOUSE 
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